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(57)【要約】
【課題】移動局２００において、上りリンクの同期が外
れた状態で、専用シグネチャを割当て可能かどうかに関
わらず効率的な手順を実現する。
【解決手段】基地局１００から移動局２００に対してＤ
Ｌ－ＳＣＨを送信する移動通信システムであって、移動
局２００において、上りリンクの同期が外れた状態で、
リソース割り当てを検知した場合、移動局２００は、基
地局１００に対してランダムアクセスを行なう。基地局
１００は、ランダムアクセスチャネルでシグネチャを検
出すると、移動局２００にプリアンブル応答を送信する
。移動局２００は、プリアンブル応答を受信すると、基
地局１００にメッセージ３を送信する。
【選択図】図６
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　基地局装置が移動局装置にＤＬ－ＳＣＨを送信する移動通信システムであって、
　前記移動局装置は、前記ＤＬ－ＳＣＨに含まれる情報および当該ＤＬ－ＳＣＨのＣＲＣ
のチェック結果に応じて使用するシグネチャを変えてランダムアクセスを行ない、
　前記基地局装置は、ランダムアクセスで使用されたシグネチャに応じてコンテンション
レゾリューションの送信の有無を切り替えて下りリンクデータを送信することを特徴とす
る移動通信システム。
【請求項２】
　前記移動局装置は、下りリンクデータの送信再開用の専用シグネチャの指定情報を含む
前記ＤＬ－ＳＣＨを受信し、当該ＤＬ－ＳＣＨのＣＲＣチェックが成功すると、前記専用
シグネチャを使用してランダムアクセスを行ない、
　前記基地局装置は、前記コンテンションレゾリューションを送信することなく下りリン
クデータを送信することを特徴とする請求項１記載の移動通信システム。
【請求項３】
　前記移動局装置は、下りリンクデータの送信再開用の専用シグネチャの指定情報を含む
前記ＤＬ－ＳＣＨを受信し、当該ＤＬ－ＳＣＨのＣＲＣチェックが失敗すると、ランダム
に選択したシグネチャを使用してランダムアクセスを行ない、
　前記基地局装置は、前記コンテンションレゾリューションを送信した後に下りリンクデ
ータを送信することを特徴とする請求項１記載の移動通信システム。
【請求項４】
　前記移動局装置は、上りリンク同期を管理し、上りリンク同期が外れている場合に下り
リンクデータの送信再開用の専用シグネチャの指定情報を含まない前記ＤＬ－ＳＣＨを受
信すると、ランダムに選択したシグネチャを使用してランダムアクセスを行ない、
　前記基地局装置は、前記コンテンションレゾリューションを送信した後に下りリンクデ
ータを送信することを特徴とする請求項１記載の移動通信システム。
【請求項５】
　前記基地局装置は、前記ＤＬ－ＳＣＨを送信しないことでランダムに選択したシグネチ
ャを使用してランダムアクセスを行なうことを指示することを特徴とする請求項４記載の
移動通信システム。
【請求項６】
　前記移動局装置は、上り同期要求および上り再同期用の専用シグネチャの指定情報を含
む前記ＤＬ－ＳＣＨを受信し、当該ＤＬ－ＳＣＨのＣＲＣチェックが成功すると、前記上
り再同期用の専用シグネチャを使用してランダムアクセスを行ない、
　前記基地局装置は、前記コンテンションレゾリューションを送信することなく下りリン
クデータを送信することを特徴とする請求項１記載の移動通信システム。
【請求項７】
　前記移動局装置は、上り同期要求を含む一方、前記上り再同期用の専用シグネチャの指
定情報を含まない前記ＤＬ－ＳＣＨを受信すると、ランダムに選択したシグネチャを使用
してランダムアクセスを行ない、
　前記基地局装置は、前記コンテンションレゾリューションを送信した後に下りリンクデ
ータを送信することを特徴とする請求項６記載の移動通信システム。
【請求項８】
　上りリンクの同期が外れた状態にある移動局装置に対してＤＬ－ＳＣＨを送信する基地
局装置であって、
　下りリンクデータの送信再開用の専用シグネチャに関する情報を含む前記ＤＬ－ＳＣＨ
を送信する送信手段と、
　前記移動局装置からのランダムアクセスで使用されたシグネチャに応じてコンテンショ
ンレゾリューションの送信の有無を切り替える制御手段と、を備えることを特徴とする基
地局装置。
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【請求項９】
　前記送信手段は、前記専用シグネチャの指定情報を含む前記ＤＬ－ＳＣＨを送信し、
　前記制御手段は、前記専用シグネチャを使用したランダムアクセスを検出すると前記コ
ンテンションレゾリューションを送信しないことを特徴とする請求項８記載の基地局装置
。
【請求項１０】
　前記送信手段は、前記専用シグネチャの指定情報を含む前記ＤＬ－ＳＣＨを送信し、
　前記制御手段は、ランダムに選択されたシグネチャを使用したランダムアクセスを検出
すると前記コンテンションレゾリューションを送信することを特徴とする請求項８記載の
基地局装置。
【請求項１１】
　前記送信手段は、前記専用シグネチャの指定情報を含まない前記ＤＬ－ＳＣＨを送信し
、
　前記制御手段は、ランダムに選択されたシグネチャを使用したランダムアクセスを検出
すると前記コンテンションレゾリューションを送信することを特徴とする請求項８記載の
基地局装置。
【請求項１２】
　前記送信手段は、前記ＤＬ－ＳＣＨを送信しないことでランダムに選択したシグネチャ
を使用してランダムアクセスを行なうことを指示する請求項９記載の基地局装置。
【請求項１３】
　上りリンクの同期が外れた状態にある移動局装置に対してＤＬ－ＳＣＨを送信する基地
局装置であって、
　上り同期要求および上り再同期用の専用シグネチャに関する情報を含む前記ＤＬ－ＳＣ
Ｈを送信する送信手段を備えることを特徴とする基地局装置。
【請求項１４】
　基地局装置からＤＬ－ＳＣＨを受信する移動局装置であって、
　前記ＤＬ－ＳＣＨに含まれる情報および当該ＤＬ－ＳＣＨのＣＲＣのチェック結果を判
定する判定手段と、
　前記判定手段による判定結果に応じて使用するシグネチャを変えてランダムアクセスを
行なうランダムアクセス実行手段と、を備えることを特徴とする移動局装置。
【請求項１５】
　前記移動局装置はさらに上りリンク同期を管理し、上りリンク同期が外れている状態で
、前記判定手段が、前記ＤＬ－ＳＣＨに下りリンクデータの送信再開用の専用シグネチャ
の指定情報が含まれると共に当該ＤＬ－ＳＣＨのＣＲＣのチェック結果が成功であると判
定した場合、前記ランダムアクセス実行手段は、前記専用シグネチャを使用してランダム
アクセスを行なうことを特徴とする請求項１４記載の移動局装置。
【請求項１６】
　前記移動局装置はさらに上りリンク同期を管理し、上りリンク同期が外れている状態で
、前記判定手段が、当該ＤＬ－ＳＣＨのＣＲＣのチェック結果が失敗であると判定した場
合、前記ランダムアクセス実行手段は、ランダムに選択したシグネチャを使用してランダ
ムアクセスを行なうことを特徴とする請求項１４記載の移動局装置。
【請求項１７】
　前記移動局装置はさらに上りリンク同期を管理し、上りリンク同期が外れている状態で
、前記判定手段が、前記ＤＬ－ＳＣＨに下りリンクデータの送信再開用の専用シグネチャ
の指定情報が含まれないと判定した場合、前記ランダムアクセス実行手段は、ランダムに
選択したシグネチャを使用してランダムアクセスを行なうことを特徴とする請求項１４記
載の移動局装置。
【請求項１８】
前記判定手段で、当該ＤＬ－ＳＣＨのＣＲＣのチェック結果が成功であると判定すると共
に、前記ＤＬ－ＳＣＨに上り同期要求および上り再同期用の専用シグネチャの指定情報が
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含まれると判定すると、前記ランダムアクセス実行手段が前記上り再同期用の専用シグネ
チャを使用してランダムアクセスを行なうことを特徴とする請求項１４記載の移動局装置
。
【請求項１９】
　前記判定手段で、前記ＤＬ－ＳＣＨに上り同期要求が含まれる一方、上り再同期用の専
用シグネチャの指定情報が含まれないと判定すると、前記ランダムアクセス実行手段がラ
ンダムに選択したシグネチャを行なうことを特徴とする請求項１４記載の移動局装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、セルラー無線方式を用いる移動通信システム、基地局装置および移動局装置
に関する。
【背景技術】
【０００２】
　現在、３ＧＰＰ（３ｒｄ　Ｇｅｎｅｒａｔｉｏｎ　Ｐａｒｔｎｅｒｓｈｉｐ　Ｐｒｏｊ
ｅｃｔ）においては、Ｗ－ＣＤＭＡ方式が第三世代セルラー移動通信方式として標準化さ
れ、順次サービスが開始されている。また、通信速度を更に上げたＨＳＤＰＡ（Ｈｉｇｈ
　Ｓｐｅｅｄ　Ｄｏｗｎｌｉｎｋ　Ｐａｃｋｅｔ　Ａｃｃｅｓｓ）も標準化され、サービ
スが開始されようとしている。
【０００３】
　一方、３ＧＰＰでは、第三世代無線アクセスの進化（Ｅｖｏｌｖeｄ　Ｕｎｉｖｅｒｓ
ａｌ　Ｔｅｒｒｅｓｔｒｉａｌ　Ｒａｄｉｏ　Ａｃｃｅｓｓ、以下、ＥＵＴＲＡと称する
）が検討されている。このＥＵＴＲＡの下りリンクとして、ＯＦＤＭ（Ｏｒｔｈｏｇｏｎ
ａｌ　Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　Ｄｉｖｉｓｉｏｎ　Ｍｕｌｔｉｐｌｅｘｉｎｇ）方式が提案
されている。また、ＥＵＴＲＡの上りリンクとして、ＤＦＴ（Ｄｉｓｃｒｅｔｅ　Ｆｏｕ
ｒｉｅｒ　Ｔｒａｎｓｆｏｒｍ）－ｓｐｒｅａｄ　ＯＦＤＭ方式のシングルキャリア通信
方式が提案されている。
【０００４】
　ＥＵＴＲＡの上りリンクは、図１７に示すように、上りリンクパイロットチャネルＵＰ
ｉＣＨ（Ｕｐｌｉｎｋ　Ｐｉｌｏｔ　Ｃｈａｎｎｅｌ）、ランダムアクセスチャネルＲＡ
ＣＨ（Ｒａｎｄｏｍ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｃｈａｎｎｅｌ）、上りリンク共用データチャネル
ＵＬ－ＳＣＨ（Ｕｐｌｉｎｋ　Ｓｈａｒｅｄ　Ｃｈａｎｎｅｌ）、上りリンク共用制御チ
ャネルＰＵＣＣＨ（Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｕｐｌｉｎｋ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｃｈａｎｎｅｌ
）から構成されている。
【０００５】
　ＥＵＴＲＡの下りリンクは、図１７に示すように、下りリンクパイロットチャネルＤＰ
ｉＣＨ（Ｄｏｗｎｌｉｎｋ Ｐｉｌｏｔ Ｃｈａｎｎｅｌ）、下りリンク同期チャネルＤＳ
ＣＨ（Ｄｏｗｎｌｉｎｋ Ｓｙｎｃｈｒｏｎｉｚａｔｉｏｎ Ｃｈａｎｎｅｌ）、下りリン
ク共通制御チャネルＣＣＰＣＨ（Ｃｏｍｍｏｎ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｃ
ｈａｎｅｌ）、下りリンク共用制御チャネルＰＤＣＣＨ（Ｐｈｙｓｉｃａｌ Ｄｏｗｎｌ
ｉｎｋ Ｃｏｎｔｒｏｌ Ｃｈａｎｎｅｌ）（Ｌ１／Ｌ２（Ｌａｙｅｒ１／Ｌａｙｅｒ２）
制御チャネル）、下りリンク共用データチャネルＤＬ－ＳＣＨ（Ｄｏｗｎｌｉｎｋ－Ｓｈ
ａｒｅｄ Ｃｈａｎｎｅｌ）から構成されている（例えば、非特許文献１参照）。
【０００６】
　ＯＦＤＭ方式の通信方式においては、複数の移動局から基地局に送信される各移動局の
信号をまとめて復調するため、各移動局からの信号の基地局への到達時間を一定にする制
御が必要となる。ＯＦＤＭ方式では、ガードインターバル（例えば、１５ｋＨｚサブキャ
リア、７０マイクロ秒ＯＦＤＭシンボルで、５マイクロ秒）を設け、遅延による干渉を防
ぐことが可能であるが、このガードインターバルを超えてタイミングがずれると干渉を起
してしまう。
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【０００７】
　ランダムアクセスチャネルの最小単位は、１．２５ＭＨｚ帯域を使用し、例えば、図１
８に示すように、複数のアクセス用チャネルを用意して、多数のアクセスに対応できるよ
うに構成されている。
【０００８】
　図１８は、ランダムアクセスチャネルＲＡＣＨと、上りリンク共用データチャネルＵＬ
－ＳＣＨと、上りリンクパイロットチャネルＵＰｉＣＨと、上りリンク共用制御チャネル
ＰＵＣＣＨの無線リソース上への配置例を示した図である。図１８は、横軸に時間をとり
、縦軸に周波数をとっている。また、図１８は、１つの無線フレームの構成を示しており
、この無線フレームは複数の無線リソースに分割される。この例では、無線リソースは、
周波数方向に１．２５ＭＨｚ、時間方向に１ｍｓの領域を単位として構成され、これらの
領域に、図１７にて説明したランダムアクセスチャネルＲＡＣＨと、上りリンク共用デー
タチャネルＵＬ－ＳＣＨとが図示のように割り当てられている。このように、ランダムア
クセスチャネルＲＡＣＨの最小単位は、１．２５ＭＨｚの帯域を使用する。なお、図１８
において、上りリンクパイロットチャネルＵＰｉＣＨは、上りリンク共用データチャネル
ＵＬ－ＳＣＨの領域内に、シンボル単位、サブキャリア単位で分散して配置される。
【０００９】
　ランダムアクセスチャネルの使用目的は、移動局装置（以下、「移動局」という）と基
地局装置（以下、「基地局」という）との間を同期させることが最大の目的である。また
、無線リソースを割り当てるスケジューリングのリクエストなどの数ビットの情報を送信
し、移動局と基地局との間の接続時間を短縮することも考慮されている（例えば、非特許
文献２参照）。
【００１０】
　ランダムアクセスにおいては、同期をとるためにプリアンブルのみが送信される。この
プリアンブルには、情報を表す信号パターンであるシグネチャが含まれ、数十種類のシグ
ネチャを用意することで数ビットの情報を指定することが可能となっている。現在では、
６ビットの情報の送信が想定されており、６４種類のシグネチャを用意することが想定さ
れている。
【００１１】
　６ビットの情報には、５ビットにランダムＩＤ、残りの１ビットにランダムアクセスの
理由、下りリンクのパスロス／ＣＱＩ（Ｃｈａｎｎｅｌ　Ｑｕａｌｉｔｙ　Ｉｎｄｉｃａ
ｔｏｒ）などのような情報を割り当てることが想定されている（例えば、非特許文献３参
照）。
【００１２】
　図１９は、従来のランダムアクセスの手順の一例について説明するためのシーケンスチ
ャートである。図１９に示すように、従来のランダムアクセスの手順においては、まず、
移動局が、ランダムＩＤ、ランダムアクセスの理由、下りリンクのパスロス／ＣＱＩ情報
などに基づいてシグネチャを選択する（ステップ（以下、「ＳＴ」と略す）１９０１）。
そして、この選択したシグネチャを含むプリアンブル（ランダムアクセスプリアンブル）
を、ランダムアクセスチャネルで送信する（ＳＴ１９０２：メッセージ１）。
【００１３】
　基地局は、移動局からプリアンブルを受信すると、プリアンブルから移動局と基地局と
の間の同期タイミングずれを算出し、Ｌ２／Ｌ３（Ｌａｙｅｒ２／Ｌａｙｅｒ３）メッセ
ージを送信するためのスケジューリングを行なう（ＳＴ１９０３）。そして、基地局は、
ランダムアクセス理由からＣ－ＲＮＴＩ（Ｃｅｌｌ－Ｒａｄｉｏ　Ｎｅｔｗｏｒｋ　Ｔｅ
ｍｐｏｒａｒｙ　Ｉｄｅｎｔｉｔｙ）が必要な移動局にはＣ－ＲＮＴＩを割り当て、同期
タイミングずれ情報（同期情報）、スケジューリング情報、シグネチャＩＤ番号およびＣ
－ＲＮＴＩを含むランダムアクセスレスポンスを送信する（ＳＴ１９０４：メッセージ２
）。
【００１４】
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　移動局は、基地局からこれらの情報を受信すると、送信したシグネチャＩＤ番号が含ま
れる基地局からの応答を抽出する（ＳＴ１９０５）。そして、移動局は、基地局よりスケ
ジューリングされた無線リソースでＬ２／Ｌ３メッセージを送信する（ＳＴ１９０６：メ
ッセージ３）。基地局は、移動局からＬ２／Ｌ３メッセージを受信すると、移動局との間
で衝突が発生しているかどうか判断するためのコンテンションレゾリューションを移動局
に送信する（ＳＴ１９０７：メッセージ４）（例えば、非特許文献３参照）。
【００１５】
　このようなランダムアクセスの問題点としては、異なる複数の移動局において、同一の
シグネチャおよびランダムアクセスチャネルが選択された場合に衝突が発生することであ
る。複数の移動局が、同一のシグネチャを選択すると共に、同一の時間・周波数を有する
無線リソースブロック、すなわち同一のランダムアクセスチャネルで送信した場合には、
図１９に示すプリアンブル（ＳＴ１９０２）において衝突が発生する。
【００１６】
　このような衝突によって基地局がプリアンブル（ＳＴ１９０２）を検出できない場合、
同期情報等を含む応答（ＳＴ１９０４）を返すことができない。この場合、移動局は、基
地局からの応答（ＳＴ１９０４）を受信できないので、一定時間の経過後、再びシグネチ
ャおよびランダムアクセスチャネルを選択し、ランダムアクセスを行なう必要がある。
【００１７】
　一方、基地局が、プリアンブル（ＳＴ１９０２）を検出できた場合、基地局は、Ｌ２／
Ｌ３メッセージスケジューリングと同期タイミングずれを算出し、移動局に応答（ＳＴ１
９０４）を返す。しかし、複数の移動局が基地局からの応答（ＳＴ１３０４）を受信する
ことになる。このため、複数の移動局が、スケジューリングされた無線リソースでＬ２／
Ｌ３メッセージ（ＳＴ１９０６）を送信する結果、Ｌ２／Ｌ３メッセージ（ＳＴ１９０６
）において衝突が発生する。
【００１８】
　このような衝突によって基地局がＬ２／Ｌ３メッセージ（ＳＴ１９０６）を検出できな
い場合、応答（ＳＴ１９０７）を返すことができない。この場合、移動局は、基地局から
の応答（ＳＴ１９０７）を受信できないので、一定時間の経過後、再びシグネチャおよび
ランダムアクセスチャネルを選択し、ランダムアクセスを行なう必要がある。このように
、複数の移動局において、同一のシグネチャおよびランダムアクセスチャネルが選択され
た場合には、衝突が発生し得ると共に、衝突が発生した場合には、当該衝突を検出するま
でに最大で図１９に示すＳＴ１９０７までの時間を要することとなる。
【００１９】
　一方、下りリンク共用データチャネルＤＬ－ＳＣＨの送信には、ＨＡＲＱ（Ｈｙｂｒｉ
ｄ　Ａｕｔｏｍａｔｉｃ　Ｒｅｐｅａｔ　Ｒｅｑｕｅｓｔ）が適用される。ＨＡＲＱでは
、移動局において、ＤＬ－ＳＣＨのデコード後、ＣＲＣ（Ｃｙｃｌｉｃ　Ｒｅｄｕｎｄａ
ｎｃｙ　Ｃｈｅｃｋ）が成功した場合にＡＣＫ（Ａｃｋｎｏｗｌｅｄｇｅｍｅｎｔ）、失
敗した場合にＮＡＣＫ（Ｎｅｇａｔｉｖｅ　Ａｃｋｎｏｗｌｅｄｇｅｍｅｎｔ）を基地局
に対してフィードバックすることにより、基地局は、再送を行なうかどうかを判断する。
このＡＣＫ／ＮＡＣＫは、ＤＬ－ＳＣＨの受信直後の上りリンク共用制御チャネルＰＵＣ
ＣＨで、送信される。移動局は、下りリンクリソース割当て（ＰＤＣＣＨ）を受信後、下
りリンク共用データチャネルＤＬ－ＳＣＨを受信し、ＣＲＣが成功した場合にＡＣＫを送
信する。
【００２０】
　ところで、移動局と基地局との間の上りリンク同期が外れた状態（例えば、長い期間デ
ータの送受信がなく、移動局が長い周期で下りリンクリソース割当ての信号を監視してい
るＤＲＸ状態）の場合、基地局からの下りデータ送信が再開されると、移動局は、ＰＵＣ
ＣＨにてＨＡＲＱのＡＣＫ／ＮＡＣＫ（Ｈｙｂｒｉｄ　Ａｕｔｏｍａｔｉｃ　Ｒｅｐｅａ
ｔ　Ｒｅｑｕｅｓｔ　Ａｃｋｎｏｗｌｅｄｇｅｍｅｎｔ／Ｎｅｇａｔｉｖｅ　Ａｃｋｎｏ
ｗｌｅｄｇｅｍｅｎｔ）を送信することができない。なぜなら、上りリンク同期が外れて
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いるので、ＨＡＲＱのＡＣＫ／ＮＡＣＫを送信すると、他の移動局に対して干渉してしま
うためである。従って、下りリンクデータを再開する際には、ランダムアクセスにより上
りリンク同期をとる必要がある。
【００２１】
　この場合、ランダムアクセスを行なうことから、衝突は避けられず、下りリンクデータ
の送信再開のために長く時間がかかることが懸念されている。このような事態を回避する
ために、下りリンクデータの送信再開用のシグネチャを用いるなどして、下りリンクデー
タの送信再開時のランダムアクセスにおいて、衝突を発生させないような提案が行なわれ
ている（例えば、非特許文献４参照）。ここで、非特許文献４で提案される下りリンクデ
ータの送信再開の手順について図２０を用いて説明する。
【００２２】
　基地局は、上りリンクの同期が外れた移動局に対する下りリンクデータの送信再開を決
定すると、図２０に示すように、移動局に対して、上りリンク同期要求を送信する（ＳＴ
２００１）。上りリンク同期要求は、Ｌ１／Ｌ２（Ｌａｙｅｒ１／Ｌａｙｅｒ２）制御チ
ャネルＰＤＣＣＨ（Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｄｏｗｎｌｉｎｋ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｃｈａｎｎ
ｅｌ）を使って送信される。この上りリンク同期要求の中には、移動局が送信するべきラ
ンダムアクセスのシグネチャＩＤ番号が含まれている。以下においては、これを専用シグ
ネチャと呼ぶものとする。
【００２３】
　移動局は、基地局から上りリンク同期要求を受信すると、上りリンク同期要求で受信し
た専用シグネチャを含むプリアンブル（ランダムアクセスプリアンブル）を、ランダムア
クセスチャネルで基地局に対して送信する（ＳＴ２００２）。基地局は、移動局から、専
用シグネチャを含むプリアンブルを受信すると、移動局に対して、同期タイミングのずれ
を示すＴＡ（Ｔｉｍｉｎｇ　Ａｄｖａｎｃｅ）コマンドをランダムアクセスへの応答（プ
リアンブル応答）として送信する（ＳＴ２００３）。
【００２４】
　基地局は、ＴＡコマンドを送信した後、下りリンクリソース割当てを含むＬ１／Ｌ２制
御チャネルを、移動局に対して送信する（ＳＴ２００４）。そして、これに続いて、基地
局は、下りリンクデータを、移動局に対して送信する（ＳＴ２００５）。
【先行技術文献】
【非特許文献】
【００２５】
【非特許文献１】Ｒ１－０５０８５０　“Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｃｈａｎｎｅｌ　ａｎｄ　
Ｍｕｌｔｉｐｌｅｘｉｎｇ　ｉｎ　Ｅｖｏｌｖｅｄ　ＵＴＲＡ　Ｕｐｌｉｎｋ”，３ＧＰ
Ｐ　ＴＳＧ　ＲＡＮ　ＷＧ１　Ｍｅｔｔｉｎｇ＃４２　Ｌｏｎｄｏｎ，ＵＫ，Ａｕｇｕｓ
ｔ　２９－Ｓｅｐｔｅｍｂｅｒ　２，２００５
【非特許文献２】３ＧＰＰ　ＴＲ（Ｔｅｃｈｎｉｃａｌ　Ｒｅｐｏｒｔ）２５.８１４、
Ｖ７.０.０（２００６－０６）、Ｐｈｙｓｉｃａｌ　ｌａｙｅｒ　ａｓｐｅｃｔｓ　ｆｏ
ｒ　ｅｖｏｌｖｅｄ　Ｕｎｉｖｅｒｓａｌ　Ｔｅｒｒｅｓｔｒｉａｌ　Ｒａｄｉｏ　Ａｃ
ｃｅｓｓ（ＵＴＲＡ）
【非特許文献３】３ＧＰＰ　ＴＳ（Ｔｅｃｈｎｉｃａｌ　Ｓｐｅｃｉｆｉｃａｔｉｏｎ）
３６．３００、Ｖ０．９０（２００７－０３）、Ｅｖｏｌｖｅｄ　Ｕｎｉｖｅｒｓａｌ　
Ｔｅｒｒｅｓｔｒｉａｌ　Ｒａｄｉｏ　Ａｃｃｅｓｓ（Ｅ－ＵＴＲＡ）　ａｎｄ　Ｅｖｏ
ｌｖｅｄ　Ｕｎｉｖｅｒｓａｌ　Ｔｅｒｒｅｓｔｒｉａｌ　Ｒａｄｉｏ　Ａｃｃｅｓｓ　
Ｎｅｔｗｏｒｋ（Ｅ－ＵＴＲＡＮ）、Ｏｖｅｒａｌｌ　ｄｅｓｃｒｉｐｔｉｏｎ　Ｓｔａ
ｇｅ２
【非特許文献４】Ｒ２－０６２１６５　“ＵＬ　Ｓｙｎｃｈｒｏｎｉｚａｔｉｏｎ”，３
ＧＰＰ　ＴＳＧ　ＲＡＮ　ＷＧ２　Ｍｅｅｔｉｎｇ＃５４　Ｔａｌｌｉｎｎ，２８　Ａｕ
ｇｕｓｔ－１　Ｓｅｐｔ，２００６
【発明の概要】



(8) JP 2009-207151 A 2009.9.10

10

20

30

40

50

【発明が解決しようとする課題】
【００２６】
　しかしながら、下りリンクデータの送信再開の際には、専用シグネチャをＬ１／Ｌ２制
御チャネルに含めて送信することが検討されているが、割当て可能な専用シグネチャが足
りない場合には、上りリンク同期要求を送ることができない。その結果、専用シグネチャ
を割り当てられなかった場合に、Ｌ１／Ｌ２制御チャネルを無駄に使用してしまうという
問題がある。このような問題は、基地局および移動局の双方で、例えば、上りリンク同期
の継続をタイマー管理する場合に限られず、基地局で上りリンク同期外れを検出するよう
な場合にも同様に発生する。
【００２７】
　本発明は、このような問題点に鑑みて為されたものであり、上りリンクの同期が外れた
状態で、専用シグネチャを割当て可能かどうかに関わらず効率的な手順を実現することが
できる移動通信システム、基地局装置および移動局装置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００２８】
　（１）上記の目的を達成するため、本発明は、以下のような手段を講じた。すなわち、
本発明に係る移動局装置は、上りリンク同期を管理し、上りリンク同期が外れている状態
で、上りリンクまたは下りリンクのリソース割り当てを検知した場合、ランダムアクセス
を行なうことを特徴としている。
【００２９】
　このように、上りリンク同期を管理し、上りリンク同期が外れている状態で、上りリン
クまたは下りリンクのリソース割り当てを検知した場合、ランダムアクセスを行なうので
、基地局装置は、簡単な動作で、効率的に移動局装置にランダムアクセスを指示すること
ができる。
【００３０】
　（２）また、本発明の移動局装置は、専用シグネチャを検知した場合、専用シグネチャ
でランダムアクセスを行ない、専用シグネチャとして予約されていないシグネチャを検知
した場合、ランダムに選択したシグネチャでランダムアクセスを行なうことを特徴として
いる。
【００３１】
　このように、専用シグネチャを検知した場合、専用シグネチャでランダムアクセスを行
ない、専用シグネチャとして予約されていないシグネチャを検知した場合、ランダムに選
択したシグネチャでランダムアクセスを行なうので、基地局装置は、簡単な動作で、効率
的に移動局装置にランダムアクセスを指示することができる。
【００３２】
　（３）また、本発明の移動通信システムは、基地局装置が、移動局装置に対する上りリ
ンクまたは下りリンクのリソース割り当てを行ない、移動局装置が、上りリンク同期を管
理し、上りリンク同期が外れている状態で、上りリンクまたは下りリンクのリソース割り
当てを検知した場合、ランダムアクセスを行なうことを特徴としている。
【００３３】
　このように、基地局装置が、移動局装置に対する上りリンクまたは下りリンクのリソー
ス割り当てを行ない、移動局装置が、上りリンク同期を管理し、上りリンク同期が外れて
いる状態で、上りリンクまたは下りリンクのリソース割り当てを検知した場合、ランダム
アクセスを行なうので、基地局装置は、簡単な動作で、効率的に移動局装置にランダムア
クセスを指示することができる。
【００３４】
　（４）また、本発明の移動通信システムは、基地局装置が、移動局装置に対するシグネ
チャの指定を行ない、移動局装置が、専用シグネチャを検知した場合、専用シグネチャで
ランダムアクセスを行ない、専用シグネチャとして予約されていないシグネチャを検知し
た場合、ランダムに選択したシグネチャでランダムアクセスを行なうことを特徴としてい
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る。
【００３５】
　このように、基地局装置が、移動局装置に対するシグネチャの指定を行ない、移動局装
置が、専用シグネチャを検知した場合、専用シグネチャでランダムアクセスを行ない、専
用シグネチャとして予約されていないシグネチャを検知した場合、ランダムに選択したシ
グネチャでランダムアクセスを行なうので、基地局装置は、簡単な動作で、効率的に移動
局装置にランダムアクセスを指示することができる。
【００３６】
　（５）また、本発明に係る移動通信システムは、基地局装置が移動局装置にＤＬ－ＳＣ
Ｈを送信する移動通信システムであって、前記移動局装置は、前記ＤＬ－ＳＣＨに含まれ
る情報および当該ＤＬ－ＳＣＨのＣＲＣのチェック結果に応じて使用するシグネチャを変
えてランダムアクセスを行ない、前記基地局装置は、ランダムアクセスで使用されたシグ
ネチャに応じてコンテンションレゾリューションの送信の有無を切り替えて下りリンクデ
ータを送信することを特徴としている。
【００３７】
　このように、移動局装置でＤＬ－ＳＣＨに含まれる情報および当該ＤＬ－ＳＣＨのＣＲ
Ｃのチェック結果に応じて使用するシグネチャを変えてランダムアクセスを行ない、ラン
ダムアクセスで使用されたシグネチャに応じて基地局装置でコンテンションレゾリューシ
ョンの送信の有無を切り替えて下りリンクデータを送信することから、移動局装置で選択
されたシグネチャに応じて他の移動局装置との間で衝突が発生する事態を想定しながら下
りリンクデータの送信再開が可能となるので、下りリンクデータの送信再開の際、例えば
、下りリンクデータの送信再開用の専用シグネチャを割当て可能かどうかに関わらず効率
的な手順を実現することが可能となる。また、上り再同期の際においても、例えば、上り
再同期用の専用シグネチャを割当て可能かどうかに関わらず効率的な手順を実現すること
が可能となる。
【００３８】
　（６）本発明に係る移動通信システムにおいて、前記移動局装置は、下りリンクデータ
の送信再開用の専用シグネチャの指定情報を含む前記ＤＬ－ＳＣＨを受信し、当該ＤＬ－
ＳＣＨのＣＲＣチェックが成功すると、前記専用シグネチャを使用してランダムアクセス
を行ない、前記基地局装置は、前記コンテンションレゾリューションを送信することなく
下りリンクデータを送信することを特徴としている。
【００３９】
　このように、移動局装置が専用シグネチャを使用してランダムアクセスを行なうと、コ
ンテンションレゾリューションを送信することなく下りリンクデータが送信されることか
ら、下りリンクデータの送信再開の際、専用シグネチャが割り当てることができる場合に
効率的な手順を実現することが可能となる。
【００４０】
　（７）本発明の移動通信システムにおいて、前記移動局装置は、下りリンクデータの送
信再開用の専用シグネチャの指定情報を含む前記ＤＬ－ＳＣＨを受信し、当該ＤＬ－ＳＣ
ＨのＣＲＣチェックが失敗すると、ランダムに選択したシグネチャを使用してランダムア
クセスを行ない、前記基地局装置は、前記コンテンションレゾリューションを送信した後
に下りリンクデータを送信することを特徴としている。
【００４１】
　このように、移動局装置がランダムに選択したシグネチャを使用してランダムアクセス
を行なうと、コンテンションレゾリューションを送信した後に下りリンクデータが送信さ
れることから、下りリンクデータの送信再開の際、専用シグネチャを割り当てることがで
きない場合においても、他の移動局装置との衝突を考慮しつつ、効率的な手順を実現する
ことが可能となる。
【００４２】
　（８）また、本発明の移動通信システムにおいて、前記移動局装置は、上りリンク同期
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を管理し、上りリンク同期が外れている場合に下りリンクデータの送信再開用の専用シグ
ネチャの指定情報を含まない前記ＤＬ－ＳＣＨを受信すると、ランダムに選択したシグネ
チャを使用してランダムアクセスを行ない、前記基地局装置は、前記コンテンションレゾ
リューションを送信した後に下りリンクデータを送信することを特徴としている。
【００４３】
　このように、移動局装置がランダムに選択したシグネチャを使用してランダムアクセス
を行なうと、コンテンションレゾリューションを送信した後に下りリンクデータが送信さ
れることから、下りリンクデータの送信再開の際、専用シグネチャを割り当てることがで
きない場合においても、他の移動局装置との衝突を考慮しつつ、効率的な手順を実現する
ことが可能となる。
【００４４】
　（９）さらに、本発明の移動通信システムにおいて、前記基地局装置は、前記ＤＬ－Ｓ
ＣＨを送信しないことでランダムに選択したシグネチャを使用してランダムアクセスを行
なうことを指示することを特徴としている。
【００４５】
　このように、ＤＬ－ＳＣＨを送信しないことでランダムに選択したシグネチャを使用し
てランダムアクセスを行なうことが指示されることから、下りリンクのリソースを使用す
ることなく、ランダムに選択したシグネチャを使用してランダムアクセスを行なうことを
指示することが可能となる。
【００４６】
　（１０）さらに、本発明の移動通信システムにおいて、前記移動局装置は、上り同期要
求および上り再同期用の専用シグネチャの指定情報を含む前記ＤＬ－ＳＣＨを受信し、当
該ＤＬ－ＳＣＨのＣＲＣチェックが成功すると、前記上り再同期用の専用シグネチャを使
用してランダムアクセスを行ない、前記基地局装置は、前記コンテンションレゾリューシ
ョンを送信することなく下りリンクデータを送信することを特徴としている。
【００４７】
　このように、移動局装置が上り再同期用の専用シグネチャを使用してランダムアクセス
を行なうと、コンテンションレゾリューションを送信することなく下りリンクデータが送
信されることから、上り再同期の際、上り再同期用の専用シグネチャが割り当てることが
できる場合に効率的な手順を実現することが可能となる。特に、基地局装置から上り同期
要求を含むＤＬ－ＳＣＨを受信した場合に移動局装置が上り再同期用の専用シグネチャを
使用してランダムアクセスを行なうことから、移動局装置で上りリンク同期外れを認識し
ていない場合においても、上り再同期を実現することが可能となる。
【００４８】
　（１１）さらに、前記移動局装置は、上り同期要求を含む一方、前記上り再同期用の専
用シグネチャの指定情報を含まない前記ＤＬ－ＳＣＨを受信すると、ランダムに選択した
シグネチャを使用してランダムアクセスを行ない、前記基地局装置は、前記コンテンショ
ンレゾリューションを送信した後に下りリンクデータを送信することを特徴としている。
【００４９】
　このように、移動局装置がランダムに選択したシグネチャを使用してランダムアクセス
を行なうと、コンテンションレゾリューションを送信した後に下りリンクデータが送信さ
れることから、上り再同期の際、上り再同期用の専用シグネチャを割り当てることができ
ない場合においても、他の移動局装置との衝突を考慮しつつ、効率的な手順を実現するこ
とが可能となる。特に、基地局装置から上り同期要求を含むＤＬ－ＳＣＨを受信した場合
に移動局装置がランダムに選択したシグネチャを使用してランダムアクセスを行なうこと
から、移動局装置で上りリンク同期外れを認識していない場合においても、上り再同期を
実現することが可能となる。
【００５０】
　（１２）本発明の基地局装置は、上りリンクの同期が外れた状態にある移動局装置に対
してＤＬ－ＳＣＨを送信する基地局装置であって、下りリンクデータの送信再開用の専用
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シグネチャに関する情報を含む前記ＤＬ－ＳＣＨを送信する送信手段と、前記移動局装置
からのランダムアクセスで使用されたシグネチャに応じてコンテンションレゾリューショ
ンの送信の有無を切り替える制御手段と、を備えることを特徴としている。
【００５１】
　このように、移動局装置からのランダムアクセスで使用されたシグネチャに応じてコン
テンションレゾリューションの送信の有無が切り替えられることから、移動局装置で選択
されたシグネチャに応じて衝突が発生する事態を想定しながら下りリンクデータの送信再
開が可能となるので、下りリンクデータの送信再開の際、例えば、下りリンクデータの送
信再開用の専用シグネチャを割当て可能かどうかに関わらず効率的な手順を実現すること
が可能となる。
【００５２】
　（１３）本発明の基地局装置において、前記送信手段は、前記専用シグネチャの指定情
報を含む前記ＤＬ－ＳＣＨを送信し、前記制御手段は、前記専用シグネチャを使用したラ
ンダムアクセスを検出すると前記コンテンションレゾリューションを送信しないことを特
徴としている。
【００５３】
　このように、移動局装置から専用シグネチャを使用したランダムアクセスを受けると、
コンテンションレゾリューションを送信しないことから、下りリンクデータの送信再開の
際、専用シグネチャが割り当てることができる場合に効率的な手順を実現することが可能
となる。
【００５４】
　（１４）本発明の基地局装置において、前記送信手段は、前記専用シグネチャの指定情
報を含む前記ＤＬ－ＳＣＨを送信し、前記制御手段は、ランダムに選択されたシグネチャ
を使用したランダムアクセスを検出すると前記コンテンションレゾリューションを送信す
ることを特徴としている。
【００５５】
　このように、移動局装置からランダムに選択したシグネチャを使用したランダムアクセ
スを受けると、コンテンションレゾリューションが送信されることから、下りリンクデー
タの送信再開の際、専用シグネチャを割り当てることができない場合においても、他の移
動局装置との衝突を考慮しつつ、効率的な手順を実現することが可能となる。
【００５６】
　（１５）本発明の基地局装置において、前記送信手段は、前記専用シグネチャの指定情
報を含まない前記ＤＬ－ＳＣＨを送信し、前記制御手段は、ランダムに選択されたシグネ
チャを使用したランダムアクセスを検出すると前記コンテンションレゾリューションを送
信することを特徴としている。
【００５７】
　このように、移動局装置からランダムに選択したシグネチャを使用したランダムアクセ
スを受けると、コンテンションレゾリューションが送信されることから、下りリンクデー
タの送信再開の際、専用シグネチャを割り当てることができない場合においても、他の移
動局装置との衝突を考慮しつつ、効率的な手順を実現することが可能となる。
【００５８】
　（１６）本発明の基地局装置において、前記送信手段は、前記ＤＬ－ＳＣＨを送信しな
いことでランダムに選択したシグネチャを使用してランダムアクセスを行なうことを指示
することを特徴としている。
【００５９】
　このように、ＤＬ－ＳＣＨを送信しないことでランダムに選択したシグネチャを使用し
てランダムアクセスを行なうことが指示されることから、下りリンクのリソースを使用す
ることなく、ランダムに選択したシグネチャを使用してランダムアクセスを行なうことを
指示することが可能となる。
【００６０】
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　（１７）本発明の基地局装置において、上りリンクの同期が外れた状態にある移動局装
置に対してＤＬ－ＳＣＨを送信する基地局装置であって、上り同期要求および上り再同期
用の専用シグネチャに関する情報を含む前記ＤＬ－ＳＣＨを送信する送信手段を備えるこ
とを特徴としている。
【００６１】
　このように、上りリンクの同期が外れた状態にある移動局装置に対して、上り同期要求
および上り再同期用の専用シグネチャに関する情報を含むＤＬ－ＳＣＨが送信されること
から、通信中に上り同期要求および上り再同期用の専用シグネチャに関する情報を送信す
ることが可能となる。
【００６２】
　（１８）本発明の移動局装置は、基地局装置からＤＬ－ＳＣＨを受信する移動局装置で
あって、前記ＤＬ－ＳＣＨに含まれる情報および当該ＤＬ－ＳＣＨのＣＲＣのチェック結
果を判定する判定手段と、前記判定手段による判定結果に応じて使用するシグネチャを変
えてランダムアクセスを行なうランダムアクセス実行手段と、を備えることを特徴として
いる。
【００６３】
　このように、ＤＬ－ＳＣＨに含まれる情報および当該ＤＬ－ＳＣＨのＣＲＣのチェック
結果の判定結果に応じて使用するシグネチャを変えてランダムアクセスが行なわれること
から、例えば、基地局装置でランダムアクセスに使用されるシグネチャに応じて衝突が発
生する事態を想定しながら下りリンクデータの送信再開が可能となるので、下りリンクデ
ータの送信再開の際、下りリンクデータの送信再開用の専用シグネチャを割当て可能かど
うかに関わらず効率的な手順を実現することが可能となる。また、基地局装置でランダム
アクセスに使用されるシグネチャに応じて衝突が発生する事態を想定しながら上り再同期
を行なうことが可能となるので、上り再同期の際、上り再同期用の専用シグネチャを割当
て可能かどうかに関わらず効率的な手順を実現することが可能となる。
【００６４】
　（１９）本発明の移動局装置において、前記移動局装置はさらに上りリンク同期を管理
し、上りリンク同期が外れている状態で、前記判定手段が、前記ＤＬ－ＳＣＨに下りリン
クデータの送信再開用の専用シグネチャの指定情報が含まれると共に当該ＤＬ－ＳＣＨの
ＣＲＣのチェック結果が成功であると判定した場合、前記ランダムアクセス実行手段は、
前記専用シグネチャを使用してランダムアクセスを行なうことを特徴としている。
【００６５】
　このように、ＤＬ－ＳＣＨに下りリンクデータの送信再開用の専用シグネチャの指定情
報が含まれると共に、当該ＤＬ－ＳＣＨのＣＲＣのチェック結果が成功であると判定する
と、専用シグネチャを使用してランダムアクセスが行なわれることから、例えば、基地局
装置で専用シグネチャを使用したランダムアクセスに応じてコンテンションレゾリューシ
ョンを送信することなく下りリンクデータを送信することにより、下りリンクデータの送
信再開の際、専用シグネチャが割り当てることができる場合に効率的な手順を実現するこ
とが可能となる。
【００６６】
　（２０）本発明の移動局装置において、前記移動局装置はさらに上りリンク同期を管理
し、上りリンク同期が外れている状態で、前記判定手段が、前記ＤＬ－ＳＣＨのＣＲＣの
チェック結果が失敗であると判定した場合、前記ランダムアクセス実行手段は、ランダム
に選択したシグネチャを使用してランダムアクセスを行なうことを特徴としている。
【００６７】
　このように、ＤＬ－ＳＣＨのＣＲＣのチェック結果が失敗であると判定すると、ランダ
ムに選択したシグネチャを使用してランダムアクセスが行なわれることから、例えば、基
地局装置でランダムに選択されたシグネチャを使用したランダムアクセスに応じてコンテ
ンションレゾリューションを送信した後に下りリンクデータを送信することにより、下り
リンクデータの送信再開の際、専用シグネチャを割り当てることができない場合において
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も、他の移動局装置との衝突を考慮しつつ、効率的な手順を実現することが可能となる。
【００６８】
　（２１）本発明の移動局装置において、前記移動局装置はさらに上りリンク同期を管理
し、上りリンク同期が外れている状態で、前記判定手段が、前記ＤＬ－ＳＣＨに下りリン
クデータの送信再開用の専用シグネチャの指定情報が含まれないと判定した場合、前記ラ
ンダムアクセス実行手段は、ランダムに選択したシグネチャを使用してランダムアクセス
を行なうことを特徴としている。
【００６９】
　このように、ＤＬ－ＳＣＨに専用シグネチャの指定情報が含まれないと判定すると、ラ
ンダムに選択したシグネチャを使用してランダムアクセスが行なわれることから、例えば
、基地局装置でランダムに選択されたシグネチャを使用したランダムアクセスに応じてコ
ンテンションレゾリューションを送信した後に下りリンクデータを送信することにより、
下りリンクデータの送信再開の際、専用シグネチャを割り当てることができない場合にお
いても、他の移動局装置との衝突を考慮しつつ、効率的な手順を実現することが可能とな
る。
【００７０】
　（２２）本発明の移動局装置において、前記判定手段で、前記ＤＬ－ＳＣＨに上り同期
要求および上り再同期用の専用シグネチャの指定情報が含まれると共に、当該ＤＬ－ＳＣ
ＨのＣＲＣのチェック結果が成功であると判定すると、前記ランダムアクセス実行手段が
前記上り再同期用の専用シグネチャを使用してランダムアクセスを行なうことを特徴とし
ている。
【００７１】
　このように、ＤＬ－ＳＣＨに、上り同期要求および上り再同期用の専用シグネチャの指
定情報が含まれると共に、当該ＤＬ－ＳＣＨのＣＲＣのチェック結果が成功であると判定
すると、上り再同期用の専用シグネチャを使用してランダムアクセスが行なわれることか
ら、例えば、基地局装置で専用シグネチャを使用したランダムアクセスに応じてコンテン
ションレゾリューションを送信することなく下りリンクデータを送信することにより、上
り再同期の際、上り再同期用の専用シグネチャが割り当てることができる場合に効率的な
手順を実現することが可能となる。特に、ＤＬ－ＳＣＨに上り同期要求が含まれると判定
した場合にランダムアクセスが行なわれることから、移動局装置で上りリンク同期外れを
認識していない場合においても、上り再同期を実現することが可能となる。
【００７２】
　（２３）本発明の移動局装置において、前記判定手段で、前記ＤＬ－ＳＣＨに上り同期
要求が含まれる一方、上り再同期用の専用シグネチャの指定情報が含まれないと判定する
と、前記ランダムアクセス実行手段がランダムに選択したシグネチャを行なうことを特徴
としている。
【００７３】
　このように、ＤＬ－ＳＣＨに上り同期要求が含まれる一方、上り再同期用の専用シグネ
チャの指定情報が含まれないと判定すると、ランダムに選択したシグネチャを使用してラ
ンダムアクセスが行なわれることから、例えば、基地局装置でランダムに選択されたシグ
ネチャを使用したランダムアクセスに応じてコンテンションレゾリューションを送信した
後に下りリンクデータを送信することにより、上り再同期の際、上り再同期用の専用シグ
ネチャを割り当てることができない場合においても、他の移動局装置との衝突を考慮しつ
つ、効率的な手順を実現することが可能となる。特に、ＤＬ－ＳＣＨに上り同期要求が含
まれると判定した場合にランダムアクセスが行なわれることから、移動局装置で上りリン
ク同期外れを認識していない場合においても、上り再同期を実現することが可能となる。
【発明の効果】
【００７４】
　本発明によれば、移動局装置で選択されたシグネチャに応じて他の移動局装置との間で
衝突が発生する事態を想定しながら下りリンクデータの送信再開や上り再同期が可能とな
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るので、上りリンクの同期が外れた状態にある際に専用シグネチャを割当て可能かどうか
に関わらず効率的な手順を実現することが可能となる。
【図面の簡単な説明】
【００７５】
【図１】本発明の一実施形態に係る通信システムが有する基地局の構成の一例を示すブロ
ック図である。
【図２】上記実施形態に係る通信システムが有する移動局の構成の一例を示すブロック図
である。
【図３】上記実施形態に係る基地局がＤＬ－ＳＣＨで専用シグネチャを送信し、移動局が
ＤＬ－ＳＣＨのＣＲＣチェックを成功した場合の動作を示すシーケンスチャートである。
【図４】上記実施形態に係る基地局がＤＬ－ＳＣＨで専用シグネチャを送信し、移動局が
ＤＬ－ＳＣＨのＣＲＣチェックを失敗した場合の動作を示すシーケンスチャートである。
【図５】上記実施形態に係る基地局がＤＬ－ＳＣＨで専用シグネチャを送信しない場合の
動作を示すシーケンスチャートである。
【図６】上記実施形態に係る基地局がＤＬ－ＳＣＨを送信しない場合の動作を示すシーケ
ンスチャートである。
【図７】上記実施形態に係る移動局が、Ｌ１／Ｌ２制御チャネルのＣＲＣチェックを失敗
した場合の動作を示すシーケンスチャートである。
【図８】上記実施形態に係る基地局において、上りリンクの同期が外れた移動局に対する
下りリンクデータの送信再開の際の動作について説明するためのフローチャートである。
【図９】上記実施形態に係る基地局において、ランダムアクセス制御の際の動作について
説明するためのフローチャートである。
【図１０】上記実施形態に係る上りリンクの同期が外れた移動局において、下りリンクデ
ータの送信再開の際の動作について説明するためのフローチャートである。
【図１１】上記実施形態に係る基地局がＤＬ－ＳＣＨで上りリンク同期要求および専用シ
グネチャを送信し、移動局がＤＬ－ＳＣＨのＣＲＣチェックを成功した場合の動作を示す
シーケンスチャートである。
【図１２】上記実施形態に係る基地局がＤＬ－ＳＣＨで上りリンク同期要求を送信し、移
動局がＤＬ－ＳＣＨのＣＲＣチェックを失敗した場合の動作を示すシーケンスチャートで
ある。
【図１３】上記実施形態に係る基地局がＤＬ－ＳＣＨで上りリンク同期要求を送信する場
合の動作を示すシーケンスチャートである。
【図１４】上記実施形態に係る移動局において、上りリンク再同期の際の動作について説
明するためのフローチャートである。
【図１５】上記実施形態に係る移動局において、上りリンク同期の継続をタイマー管理す
る場合と、基地局からの上り同期要求を受信する場合の動作について説明するためのフロ
ーチャートである。
【図１６】上記実施形態に係る移動局の上位層の一部の構成を示すブロック図である。
【図１７】ＥＵＴＲＡの下りリンク／上りリンクの構成について説明するための図である
。
【図１８】Ｅ－ＵＴＲＡの上りリンクのランダムアクセスチャネルを説明するための図で
ある。
【図１９】従来のランダムアクセスの手順の一例について説明するためのシーケンスチャ
ートである。
【図２０】従来の下りリンクデータの送信再開の手順についての一例について説明するた
めのシーケンスチャートである。
【発明を実施するための形態】
【００７６】
　以下、本発明の実施形態について、図面を参照しながら説明する。ここで、本発明の一
実施形態に係る移動通信システム（以下、適宜「通信システム」という）の説明の前提と
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なるランダムアクセスチャネルＲＡＣＨおよびプリアンブルの内容について簡単に説明す
る。ランダムアクセスチャネルＲＡＣＨは、ガードタイム（例えば９７マイクロ秒）を持
つチャネルであり、同期の取れていない移動局装置（以下、適宜「移動局」という）でも
送信することができるチャネルである。プリアンブル（例えばプリアンブル長０．８ｍｓ
）は、６４個のシグネチャから選択可能であり、移動局は、６４個のシグネチャの一つを
選択し、基地局装置（以下、適宜「基地局」という）に対して送信する。基地局は、移動
局からのランダムアクセスプリアンブルを受信すると、プリアンブルの到着時刻が、基準
時刻からどれだけずれているかを検出する。タイミングずれの情報の粒度は、例えば、０
．５２マイクロ秒である。
【００７７】
　本実施形態に係る通信システムにおいて、基地局は、上りリンクの同期が外れた移動局
に対する下りリンクデータの送信再開の際、Ｌ１／Ｌ２制御チャネルＰＤＣＣＨで下りリ
ンクリソース割当てを送信し、下りリンク共用データチャネル（以下、「ＤＬ－ＳＣＨ」
という）で下りリンクデータと、下りリンクデータの送信再開用のシグネチャ（以下、「
専用シグネチャ」という）とを送信する。移動局は、ＤＬ－ＳＣＨのＣＲＣ（Ｃｙｃｌｉ
ｃ　Ｒｅｄｕｎｄａｎｃｙ　Ｃｈｅｃｋ）が成功しなかった場合、他の移動局との衝突が
あることを示すＲＡＣＨを送信する。一方、ＤＬ－ＳＣＨのＣＲＣチェックが成功した場
合、ＤＬ－ＳＣＨ内のＬ２／Ｌ３メッセージに含まれる専用シグネチャを用いて、他の移
動局との衝突がないことを示すＲＡＣＨを送信する。
【００７８】
　以下、本実施形態に係る通信システムが有する基地局および移動局の構成について説明
する。図１は、本実施形態に係る通信システムが有する基地局の構成の一例を示すブロッ
ク図である。図２は、本実施形態に係る通信システムが有する移動局の構成の一例を示す
ブロック図である。
【００７９】
　図１に示すように、基地局１００は、データ制御部１０１、ＯＦＤＭ変調部１０２、ス
ケジューリング部１０３、無線部１０４、チャネル推定部１０５、ＤＦＴ－Ｓｐｒｅａｄ
－ＯＦＤＭ復調部（ＤＦＴ－Ｓ－ＯＦＤＭ復調部）１０６、制御データ抽出部１０７、プ
リアンブル検出部１０８、並びに、シグネチャ管理部１０９から構成される。
【００８０】
　データ制御部１０１は、制御データおよびユーザデータの入力を受け、スケジューリン
グ部１０３からの指示に応じて制御データを下りリンク共通制御チャネル、下りリンク同
期チャネル、下りリンクパイロットチャネルおよび下りリンク共用制御チャネルにマッピ
ングする一方、各移動局に対する送信データ（ユーザデータ）を共用データチャネルにマ
ッピングする。
【００８１】
　ＯＦＤＭ変調部１０２は、データ変調、入力信号の直列／並列変換、ＩＦＦＴ（Ｉｎｖ
ｅｒｓｅ　Ｆａｓｔ　Ｆｏｕｒｉｅｒ　Ｔｒａｎｓｆｏｒｍ）変換、ＣＰ（Ｃｙｃｌｉｃ
　Ｐｒｅｆｉｘ）挿入、並びに、フィルタリングなどＯＦＤＭ信号処理を行ない、ＯＦＤ
Ｍ信号を生成する。
【００８２】
　スケジューリング部１０３は、下りリンクのスケジューリングを行なうＤＬスケジュー
リング部１０３ａと、上りリンクのスケジューリングを行なうＵＬスケジューリング部１
０３ｂとから構成される。ＤＬスケジューリング部１０３ａは、移動局から通知されるＣ
ＱＩ情報や上位層から通知される各ユーザーのデータ情報から下りリンクの各チャネルに
ユーザデータをマッピングするためのスケジューリングを行なう。ＵＬスケジューリング
部１０３ｂは、チャネル推定部１０５からの上りリンクの無線伝搬路推定結果および移動
局からのリソース割当て要求から、上りリンクの各チャネルにユーザデータをマッピング
するためのスケジューリングを行なう。
【００８３】
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　無線部１０４は、ＯＦＤＭ変調されたデータを無線周波数にアップコンバートして、移
動局に送信する。また、無線部１０４は、移動局からの上りリンクのデータを受信し、ベ
ースバンド信号にダウンコンバートして、受信データをチャネル推定部１０５、ＤＦＴ－
Ｓ－ＯＦＤＭ復調部１０６およびプリアンブル検出部１０８に出力する。
【００８４】
　チャネル推定部１０５は、上りリンクパイロットチャネルＵＰｉＣＨから無線伝搬路特
性を推定し、ＤＦＴ－Ｓ－ＯＦＤＭ復調部１０６に推定結果を出力する。また、チャネル
推定部１０５は、上りリンクのスケジューリングを行なうために無線伝搬路推定結果をス
ケジューリング部１０３に出力する。なお、上りリンクの通信方式は、ＤＦＴ－Ｓ－ＯＦ
ＤＭ等のようなシングルキャリア方式を想定しているが、ＯＦＤＭ方式のようなマルチキ
ャリア方式でも構わない。
【００８５】
　ＤＦＴ－Ｓ－ＯＦＤＭ復調部１０６は、チャネル推定部１０５からの無線伝搬路推定結
果に応じて、無線部１０４から入力された受信データを復調する。制御データ抽出部１０
７は、受信データをユーザデータ（上りリンク共用データチャネルＵＬ－ＳＣＨ）と、制
御データ（上りリンク共用制御チャネルＰＵＣＣＨ）とに分離する。そして、制御データ
抽出部１０７は、分離した制御データのうち、下りリンクのＣＱＩ情報をスケジューリン
グ部１０３に出力し、その他の制御データおよびユーザデータを上位層に出力する。
【００８６】
　プリアンブル検出部１０８は、プリアンブルを検出し、同期タイミングずれ量を算出し
、シグネチャＩＤ番号および同期タイミングずれ量を上位層に報告する。ここで、シグネ
チャＩＤ番号が、シグネチャ管理部１０９から通知されたシグネチャである場合は、専用
シグネチャフラグを「１」に設定し、シグネチャ管理部１０９から通知されていないシグ
ネチャである場合は、専用シグネチャフラグを「０」に設定する。また、シグネチャＩＤ
番号が、シグネチャ管理部１０９から通知されたシグネチャである場合は、シグネチャ管
理部１０９から通知されたシグネチャＩＤ番号のプリアンブルを検出したことを上位層に
報告する。
【００８７】
　シグネチャ管理部１０９は、上位層からの指示により、シグネチャを選択し、選択した
シグネチャのＩＤ番号（シグネチャＩＤ番号）を上位層に通知する。また、シグネチャ管
理部１０９は、選択したシグネチャをプリアンブル検出部１０８に通知する。なお、シグ
ネチャ管理部１０９は、使用しているシグネチャＩＤ番号を確認し、使用しているシグネ
チャを除いた中からシグネチャの選択を行なう。シグネチャ管理部１０９は、選択された
シグネチャＩＤ番号を保存し、プリアンブル検出部１０８で検出されたシグネチャを保存
内容から削除する。
【００８８】
　このような構成を有する基地局１００に対して、上位層は、以下に示す図３～図９に示
す手順で処理を実行するように制御する。
【００８９】
　一方、移動局２００は、図２に示すように、データ制御部２０１、ＤＦＴ－Ｓ－ＯＦＤ
Ｍ変調部２０２、スケジューリング部２０３、シグネチャ選択部２０４、プリアンブル生
成部２０５、同期補正部２０６、無線部２０７、チャネル推定部２０８、ＯＦＤＭ復調部
２０９、並びに、制御データ抽出部２１０から構成される。
【００９０】
　データ制御部２０１は、ユーザデータと制御データの入力を受け、スケジューリング部
２０３からの指示に応じて、これらのデータを上りリンクスケジューリングチャネルにマ
ッピングする。ＤＦＴ－Ｓ－ＯＦＤＭ変調部２０２は、データ変調を行ない、ＤＦＴ変換
、サブキャリアマッピング、ＩＦＦＴ変換、ＣＰ（Ｃｙｃｌｉｃ　Ｐｒｅｆｉｘ）挿入、
フィルタリングなどＤＦＴ－Ｓ－ＯＦＤＭ信号処理を行ない、ＤＦＴ－Ｓｐｒｅａｄ－Ｏ
ＦＤＭ信号を生成する。なお、上りリンクの通信方式は、ＤＦＴ－Ｓｐｒｅａｄ　ＯＦＤ
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Ｍ等のようなシングルキャリア方式を想定しているが、ＯＦＤＭ方式のようなマルチキャ
リア方式でも構わない。
【００９１】
　スケジューリング部２０３は、後述するチャネル推定部２０８から通知されるＣＱＩ情
報や、上位層からの通知されるスケジューリング情報から上りリンクの各チャネルにユー
ザデータをマッピングするためのスケジューリングを行なう。シグネチャ選択部２０４は
、上位層からの指示に応じて、ランダムアクセスで使用するシグネチャＩＤ番号を選択す
る。そして、シグネチャ選択部２０４は、選択したシグネチャＩＤ番号をプリアンブル生
成部２０５に出力する。
【００９２】
　プリアンブル生成部２０５は、シグネチャ選択部２０４が選択したシグネチャＩＤ番号
を用いてプリアンブルを生成し、ＤＦＴ－Ｓ－ＯＦＤＭ変調部２０２に出力する。同期補
正部２０６は、制御データ抽出部２１０から入力された同期情報に基づいて送信タイミン
グを決定し、送信タイミングに合うように変調されたデータを無線部２０７に出力する。
【００９３】
　無線部２０７は、変調されたデータを無線周波数にアップコンバートして、基地局１０
０に送信する。また、無線部２０７は、基地局１００からの下りリンクのデータを受信し
、ベースバンド信号にダウンコンバートして、受信データをＯＦＤＭ復調部２０９に出力
する。チャネル推定部２０８は、下りリンクパイロットチャネルに基づいて無線伝搬路特
性を推定し、その推定結果をＯＦＤＭ復調部２０９に出力する。また、チャネル推定部２
０８は、基地局１００に無線伝搬路推定結果を通知するために、推定結果をＣＱＩ情報に
変換し、スケジューリング部２０３にＣＱＩ情報を出力する。
【００９４】
　ＯＦＤＭ復調部２０９は、チャネル推定部２０８から入力された無線伝搬路推定結果に
応じて、無線部２０７から入力された受信データを復調する。制御データ抽出部２１０は
、受信データを、ユーザデータと制御データとに分離する。そして、制御データ抽出部２
１０は、分離した制御データにおけるスケジューリング情報を、スケジューリング部２０
３に出力し、上りリンクの同期情報を同期補正部２０６に出力し、これ以外の制御データ
およびユーザデータを上位層に出力する。
【００９５】
　このような構成を有する移動局２００に対して、上位層は、後述する図３～図７および
図１０に示す手順で処理を実行するように制御する。
【００９６】
　次に、上記構成を有する基地局１００と移動局２００とで構成される通信システムにお
いて、上りリンクの同期が外れた移動局２００に対する下りリンクデータの送信再開の際
の動作について図３～図５を用いて説明する。
【００９７】
　図３は、本実施形態に係る基地局１００がＤＬ－ＳＣＨで専用シグネチャを送信し、移
動局２００がＤＬ－ＳＣＨのＣＲＣチェックを成功した場合の動作を示すシーケンスチャ
ートである。図４は、本実施形態に係る基地局１００がＤＬ－ＳＣＨで専用シグネチャを
送信し、移動局２００がＤＬ－ＳＣＨのＣＲＣチェックを失敗した場合の動作を示すシー
ケンスチャートである。図５は、本実施形態に係る基地局１００がＤＬ－ＳＣＨで専用シ
グネチャを送信しない場合の動作を示すシーケンスチャートである。
【００９８】
　まず、図３を用いて本実施形態に係る基地局１００がＤＬ－ＳＣＨで専用シグネチャを
送信し、移動局２００がＤＬ－ＳＣＨのＣＲＣチェックを成功した場合の動作について説
明する。基地局１００は、移動局２００の上りリンク同期を管理している。例えば、タイ
マーを設定し、ある一定期間、上りリンクの送信がない状態が継続した場合や、上りリン
ク同期情報の更新がない状態が継続した場合に、「上りリンクの同期が外れた」と特定す
る。同様に、移動局２００もまた上りリンク同期を管理している。
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【００９９】
　基地局１００は、上りリンクの同期が外れた移動局２００に対するデータの到着を検知
すると（ＳＴ３０１）、下りリンクリソース割当ておよび下りリンクデータを送信する（
ＳＴ３０２、ＳＴ３０４）。ここで、下りリンクリソース割当ては、Ｌ１／Ｌ２制御チャ
ネルで送信され、下りリンクデータは、下りリンク共用データチャネルＤＬ－ＳＣＨで送
信される。なお、ＤＬ－ＳＣＨには、専用シグネチャを指定する情報が含まれている。
【０１００】
　移動局２００は、下りリンクリソース割当ておよび下りリンクデータを受信すると、Ｌ
１／Ｌ２制御チャネルおよびＤＬ－ＳＣＨのＣＲＣチェックを行なう。この場合、移動局
２００は、両者でＣＲＣチェックが成功したことを検出する（ＳＴ３０３、ＳＴ３０５）
。そして、移動局２００は、下りリンクリソース割当ておよび専用シグネチャを検知する
と、専用シグネチャを使用して、ランダムアクセスチャネルのプリアンブルを送信する（
ＳＴ３０６：メッセージ１）。
【０１０１】
　基地局１００は、ランダムアクセスチャネルで専用シグネチャを検出すると、プリアン
ブル応答を送信する（ＳＴ３０７：メッセージ２）。この場合において、基地局１００は
、専用シグネチャの検出により、移動局２００を特定することが可能であり、移動局２０
０の識別情報であるＣ－ＲＮＴＩを特定する。
【０１０２】
　プリアンブル応答は、Ｌ１／Ｌ２制御チャネルおよびＤＬ－ＳＣＨで構成されている。
Ｌ１／Ｌ２制御チャネルには、プリアンブル応答であることを識別するＲＡ－ＲＮＴＩ、
或いは、移動局２００を直接指定するＣ－ＲＮＴＩが含まれている。ＤＬ－ＳＣＨには、
同期情報が含まれている。ＲＡ－ＲＮＴＩが使用される場合には、ＤＬ－ＳＣＨに、専用
シグネチャまたはＣ－ＲＮＴＩが含まれる。
【０１０３】
　基地局１００は、プリアンブル応答を送信した後、これに続いて、通常のデータ送信を
再開する（ＳＴ３０８、ＳＴ３０９）。基地局１００がＤＬ－ＳＣＨで専用シグネチャを
送信し、移動局２００がＤＬ－ＳＣＨのＣＲＣチェックを成功した場合には、以上のよう
に、上りリンクの同期が外れた移動局２００に対する下りリンクデータの送信再開の際の
動作が行なわれる。
【０１０４】
　なお、ここで、ＳＴ３０４の下りリンクデータ、ＳＴ３０７のプリアンブル応答、並び
に、ＳＴ３０９の下りリンクデータに、基地局１００に到達したユーザーのデータを含め
て送信するようにしても良い。この場合には、ＳＴ３０６のプリアンブルは、下りリンク
データＳＴ３０４に対するＨＡＲＱのＡＣＫとして機能する。
【０１０５】
　次に、図４を用いて基地局１００がＤＬ－ＳＣＨで専用シグネチャを送信し、移動局２
００がＤＬ－ＳＣＨのＣＲＣチェックを失敗した場合の動作について説明する。図３での
説明と同様に、基地局１００は、移動局２００の上りリンク同期を管理している。同様に
、移動局２００もまた上りリンク同期を管理している。
【０１０６】
　基地局１００は、上りリンク同期外れの移動局２００に対するデータの到着を検知する
と（ＳＴ４０１）、下りリンクリソース割当ておよび下りリンクデータを送信する（ＳＴ
４０２、ＳＴ４０４）。ここで、下りリンクリソース割当ては、Ｌ１／Ｌ２制御チャネル
で送信され、下りリンクデータは、下りリンク共用データチャネルＤＬ－ＳＣＨで送信さ
れる。なお、ＤＬ－ＳＣＨには、専用シグネチャを指定する情報が含まれている。
【０１０７】
　移動局２００は、下りリンクリソース割当ておよび下りリンクデータを受信すると、Ｌ
１／Ｌ２制御チャネルおよびＤＬ－ＳＣＨのＣＲＣチェックを行なう。この場合、移動局
２００は、前者でＣＲＣチェックが成功したことを検出する一方、後者でＣＲＣチェック
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が失敗したことを検出する（ＳＴ４０３、ＳＴ４０５）。そして、移動局２００は、下り
リンクリソース割当てを検知すると、ランダムに選択したシグネチャを使用して、ランダ
ムアクセスチャネルのプリアンブルを送信する（ＳＴ４０６：メッセージ１）。
【０１０８】
　基地局１００は、ランダムアクセスチャネルでシグネチャを検出すると、プリアンブル
応答を送信する（ＳＴ４０７：メッセージ２）。この場合において、基地局１００は、シ
グネチャの検出では移動局２００を特定することができない。プリアンブル応答は、Ｌ１
／Ｌ２制御チャネルおよびＤＬ－ＳＣＨで構成される。Ｌ１／Ｌ２制御チャネルには、プ
リアンブル応答であることを識別するＲＡ－ＲＮＴＩが含まれている。ＤＬ－ＳＣＨには
、同期情報とシグネチャのマッピング情報、シグネチャと新しいＣ－ＲＮＴＩ（Ｔ－Ｃ－
ＲＮＴＩ）のマッピング情報、メッセージ３のスケジューリング情報が含まれている。こ
の時点で、基地局１００は、移動局２００が何を理由にランダムアクセスをしてきたのか
を把握することができない。
【０１０９】
　移動局２００は、プリアンブル応答を受信すると、メッセージ３のスケジューリング情
報に従ってメッセージ３を送信する（ＳＴ４０８：メッセージ３）。メッセージ３には、
Ｃ－ＲＮＴＩが含まれている。基地局１００は、Ｃ－ＲＮＴＩを受信すると、ＳＴ４０２
の下りリンクリソース割当て、並びに、ＳＴ４０４の下りリンクデータで指示された移動
局２００からの応答であることを検知する。
【０１１０】
　また、基地局１００は、メッセージ３を受信すると、ＳＴ４０６のプリアンブルで複数
の移動局２００が同時に同じシグネチャを使った送信をしていた場合の衝突解決情報とし
てコンテンションレゾリューションを送信する（ＳＴ４０９：メッセージ４）。メッセー
ジ４のＬ１／Ｌ２制御チャネルには、メッセージ２で基地局１００が指定したＴ－Ｃ－Ｒ
ＮＴＩが含まれており、ＤＬ－ＳＣＨには、メッセージ３で基地局１００が検知した移動
局識別情報が含まれている。
【０１１１】
　基地局１００は、コンテンションレゾリューションを送信した後、これに続いて、通常
のデータ送信を再開する（ＳＴ４１０、ＳＴ４１１）。基地局１００がＤＬ－ＳＣＨで専
用シグネチャを送信し、移動局２００がＤＬ－ＳＣＨのＣＲＣチェックを失敗した場合に
は、以上のように、上りリンクの同期が外れた移動局２００に対する下りリンクデータの
送信再開の際の動作が行なわれる。
【０１１２】
　なお、ここで、ＳＴ４０４の下りリンクデータに、基地局１００に到達したユーザーの
データを含めて送信するようにしても良い。ユーザーのデータが含まれている場合は、Ｓ
Ｔ４０４の下りリンクデータおよびＳＴ４１１の下りリンクデータでＨＡＲＱを適用する
ように構成しても良い。この場合には、ＳＴ４０８のメッセージ３は、下りリンクデータ
ＳＴ４０４に対するＨＡＲＱのＮＡＣＫとして機能する。
【０１１３】
　また、以上のように説明した通信システムにおける動作は、基地局１００がＤＬ－ＳＣ
Ｈで専用シグネチャを送信せず、移動局２００がＤＬ－ＳＣＨのＣＲＣチェックを失敗し
た場合においても、同様に実行される。
【０１１４】
　次に、図５を用いて基地局１００がＤＬ－ＳＣＨで専用シグネチャを送信せず、移動局
２００がＤＬ－ＳＣＨのＣＲＣチェックを成功した場合の動作について説明する。図３お
よび図４での説明と同様に、基地局１００は、移動局２００の上りリンク同期を管理して
いる。同様に、移動局２００もまた、上りリンク同期を管理している。
【０１１５】
　基地局１００は、上りリンク同期外れの移動局２００に対するデータの到着を検知する
と（ＳＴ５０１）、下りリンクリソース割当ておよび下りリンクデータを送信する（ＳＴ
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５０２、ＳＴ５０４）。ここで、下りリンクリソース割当ては、Ｌ１／Ｌ２制御チャネル
で送信され、下りリンクデータは、下りリンク共用データチャネルＤＬ－ＳＣＨで送信さ
れる。
【０１１６】
　なお、ＤＬ－ＳＣＨには、下りリンクデータの送信再開にて、専用シグネチャが割り当
てられないことを示す情報が含まれている。専用シグネチャが割り当てられないことを示
す情報とは、新たに情報を追加する以外に、単純にデータの中に専用シグネチャが含まれ
ていないことや、専用シグネチャとして予約されていないシグネチャが含まれていること
によって移動局２００で検知してもよい。
【０１１７】
　移動局２００は、下りリンクリソース割当ておよび下りリンクデータを受信すると、Ｌ
１／Ｌ２制御チャネルおよびＤＬ－ＳＣＨのＣＲＣチェックを行なう。この場合、移動局
２００は、両者でＣＲＣチェックが成功したことを検出する（ＳＴ５０３、ＳＴ５０５）
。そして、移動局２００は、下りリンクリソース割当てと専用シグネチャなしを示す情報
を検知すると、ランダムに選択したシグネチャを使用して、ランダムアクセスチャネルの
プリアンブルを送信する（ＳＴ５０６：メッセージ１）。
【０１１８】
　基地局１００は、ランダムアクセスチャネルでシグネチャを検出すると、プリアンブル
応答を送信する（ＳＴ５０７：メッセージ２）。この場合において、基地局１００は、シ
グネチャの検出では移動局２００の特定をすることができない。プリアンブル応答は、Ｌ
１／Ｌ２制御チャネルおよびＤＬ－ＳＣＨで構成される。Ｌ１／Ｌ２制御チャネルには、
プリアンブル応答であることを識別するＲＡ－ＲＮＴＩが含まれている。ＤＬ－ＳＣＨに
は、同期情報とシグネチャのマッピング情報、シグネチャと新しいＣ－ＲＮＴＩ（Ｔ－Ｃ
－ＲＮＴＩ）のマッピング情報、メッセージ３のスケジューリング情報が含まれている。
この時点で、基地局１００は、移動局２００が何を理由にランダムアクセスをしてきたの
かを把握することができない。
【０１１９】
　移動局２００は、プリアンブル応答を受信すると、メッセージ３のスケジューリング情
報に従ってメッセージ３を送信する（ＳＴ５０８：メッセージ３）。メッセージ３には、
Ｃ－ＲＮＴＩが含まれている。基地局１００は、Ｃ－ＲＮＴＩを受信すると、ＳＴ５０２
の下りリンクリソース割当て、並びに、ＳＴ５０４の下りリンクデータで指示された移動
局２００からの応答であることを検知する。
【０１２０】
　基地局１００は、また、メッセージ３を受信すると、ＳＴ５０６のプリアンブルで複数
の移動局２００が同時に同じシグネチャを使った送信をしていた場合の衝突解決情報とし
てコンテンションレゾリューションを送信する（ＳＴ５０９：メッセージ４）。メッセー
ジ４のＬ１／Ｌ２制御チャネルには、メッセージ２で基地局１００が指定したＴ－Ｃ－Ｒ
ＮＴＩが含まれており、ＤＬ－ＳＣＨには、メッセージ３で基地局１００が検知した移動
局識別情報が含まれる。
【０１２１】
　基地局１００は、コンテンションレゾリューションを送信した後、これに続いて、通常
のデータ送信を再開する（ＳＴ５１０、ＳＴ５１１）。基地局１００がＤＬ－ＳＣＨで専
用シグネチャを送信せず、移動局２００がＤＬ－ＳＣＨのＣＲＣチェックを成功した場合
には、以上のように、上りリンクの同期が外れた移動局２００に対する下りリンクデータ
の送信再開の際の動作が行なわれる。
【０１２２】
　なお、ここで、ＳＴ５０４の下りリンクデータに、基地局１００に到達したユーザーの
データを含めて送信するようにしても良い。ユーザーのデータが含まれている場合は、Ｓ
Ｔ５０４の下りリンクデータおよびＳＴ５１１の下りリンクデータでＨＡＲＱを適用する
ように構成しても良い。この場合には、ＳＴ５０８のメッセージ３は、ＨＡＲＱのＡＣＫ
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またはＮＡＣＫとして機能する。
【０１２３】
　また、以上のように説明した通信システムにおける動作は、基地局１００がＤＬ－ＳＣ
Ｈで専用シグネチャを送信せず、移動局２００がＤＬ－ＳＣＨのＣＲＣチェックを失敗し
た場合においても、同様に実行される。
【０１２４】
　ところで、図４および図５で説明したように、基地局１００がＤＬ－ＳＣＨで専用シグ
ネチャを送信せず、下りリンクデータも送信しない場合においては、移動局２００がＤＬ
－ＳＣＨのＣＲＣチェックを成功した場合と失敗した場合とで同一の動作が実行される。
すなわち、この場合には、ＤＬ－ＳＣＨの送信を省略することが可能である。
【０１２５】
　従って、他の動作として、基地局１００は、ＳＴ４０４またはＳＴ５０４で下りリンク
データを送信せず、移動局２００が必ずＣＲＣチェックを失敗するようにしても良い。こ
れにより、下りリンクリソースを使用することなく、専用シグネチャが割り当てられない
ことを移動局２００に対して伝えることが可能である。以下、この場合における上りリン
クの同期が外れた移動局２００に対する下りリンクデータの送信再開の際の動作について
図６を用いて説明する。
【０１２６】
　図６に示すように、上りリンクの同期が外れた移動局２００に対するデータの到着を検
知すると（ＳＴ６０１）、基地局１００は、下りリンクリソース割当てを送信する（ＳＴ
６０２）。ここで、下りリンクリソース割当ては、Ｌ１／Ｌ２制御チャネルで送信される
。なお、下りリンクデータは、送信されない。
【０１２７】
　移動局２００は、下りリンクリソース割当てを受信すると、Ｌ１／Ｌ２制御チャネルお
よびＤＬ－ＳＣＨのＣＲＣチェックを行なう。この場合、移動局２００は、前者でＣＲＣ
チェックが成功したことを検出する一方、後者でＣＲＣチェックが失敗したことを検出す
る（ＳＴ６０３、ＳＴ６０４）。そして、移動局２００は、下りリンクリソース割当てを
検知すると、ランダムに選択したシグネチャを使用して、ランダムアクセスチャネルのプ
リアンブルを送信する（ＳＴ６０５：メッセージ１）。当然ながら、専用シグネチャがＤ
Ｌ－ＳＣＨに含まれないならば、移動局２００は、ＤＬ－ＳＣＨのＣＲＣチェックを行な
うことなく、下りリンクリソース割当てを検知すると（ＳＴ６０３）、ランダムに選択し
たシグネチャを使用して、ランダムアクセスチャネルのプリアンブルを送信する（ＳＴ６
０５）。
【０１２８】
　さらに、Ｌ１／Ｌ２制御チャネルは、上りリンクリソース割当てを送信するチャネルで
もある。通常、上りリンクリソース割当てを受信した移動局２００は、ＵＬ－ＳＣＨの送
信を行なう。しかし、上りリンクの同期が外れている移動局２００は、上りリンクリソー
ス割当てを検知すると、同様に、コンテンションベースのランダムアクセスを行なう。す
なわち、上りリンクの同期が外れている移動局２００は、なんらかのリソース割当て（上
りリンクまたは下りリンク）を検知すると、ランダムアクセスを行なう。ここでのリソー
ス割当ては、永続性（パーシステント）スケジューリング（上位層の信号を使った周波数
・時間領域の指定によって割り当てる）の場合も含む。これにより、基地局１００は、簡
単な動作で移動局２００にランダムアクセスを指示することができる。
【０１２９】
　基地局１００は、ランダムアクセスチャネルでシグネチャを検出すると、プリアンブル
応答を送信する（ＳＴ６０６：メッセージ２）。基地局１００は、シグネチャの検出では
移動局を特定することができない。プリアンブル応答は、Ｌ１／Ｌ２制御チャネルおよび
ＤＬ－ＳＣＨで構成される。Ｌ１／Ｌ２制御チャネルには、プリアンブル応答であること
を識別するＲＡ－ＲＮＴＩが含まれている。ＤＬ－ＳＣＨには、同期情報とシグネチャの
マッピング情報、シグネチャと新しいＣ－ＲＮＴＩ（Ｔ－Ｃ－ＲＮＴＩ）のマッピング情
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報、メッセージ３のスケジューリング情報が含まれている。この時点で、基地局１００は
、移動局２００が何を理由にランダムアクセスをしてきたのかを把握することができない
。
【０１３０】
　移動局２００は、プリアンブル応答を受信すると、メッセージ３のスケジューリング情
報に従ってメッセージ３を送信する（ＳＴ６０７：メッセージ３）。メッセージ３には、
Ｃ－ＲＮＴＩが含まれている。基地局１００は、Ｃ－ＲＮＴＩを受信すると、ＳＴ６０２
の下りリンクリソース割当てで指示された移動局２００からの応答であることを検知する
。
【０１３１】
　基地局１００は、また、メッセージ３を受信すると、ＳＴ６０５のプリアンブルで複数
の移動局２００が同時に同じシグネチャを使った送信をしていた場合の衝突解決情報とし
てコンテンションレゾリューションを送信する（ＳＴ６０８：メッセージ４）。メッセー
ジ４のＬ１／Ｌ２制御チャネルには、メッセージ２で基地局１００が指定したＴ－Ｃ－Ｒ
ＮＴＩが含まれており、ＤＬ－ＳＣＨには、メッセージ３で基地局１００が検知した移動
局識別情報が含まれる。
【０１３２】
　基地局１００は、コンテンションレゾリューションを送信した後、これに続いて、通常
のデータ送信を再開する（ＳＴ６０９、ＳＴ６１０）。基地局１００がＤＬ－ＳＣＨの送
信を省略した場合には、以上のように、上りリンクの同期が外れた移動局２００に対する
下りリンクデータの送信再開の際の動作が行なわれる。
【０１３３】
　ここで、本実施形態に係る移動局２００が、Ｌ１／Ｌ２制御チャネルのＣＲＣチェック
を失敗した場合の動作について図７を用いて説明する。図３～図５での説明と同様に、基
地局１００においては、移動局２００の上りリンク同期を管理している。同様に、移動局
２００においても、上りリンク同期を管理している。
【０１３４】
　基地局１００は、上りリンク同期外れの移動局２００に対するデータの到着を検知する
と（ＳＴ７０１）、下りリンクリソース割当ておよび下りリンクデータを送信する（ＳＴ
７０２、ＳＴ７０４）。ここで、下りリンクリソース割当ては、Ｌ１／Ｌ２制御チャネル
で送信され、下りリンクデータは、下りリンク共用データチャネルＤＬ－ＳＣＨで送信さ
れる。
【０１３５】
　移動局２００は、下りリンクリソース割当ておよび下りリンクデータを受信すると、Ｌ
１／Ｌ２制御チャネルおよびＤＬ－ＳＣＨのＣＲＣチェックを行なう。この場合、移動局
２００は、両者のＣＲＣチェックが失敗したことを検出する（ＳＴ７０３、ＳＴ７０５）
。移動局２００は、下りリンクリソース割当てを検知できないため、次の受信サイクルま
で受信を停止し、再度Ｌ１／Ｌ２制御チャネルの受信動作を行なう。
【０１３６】
　基地局１００は、定められたウインドウタイム内に移動局２００からの応答（なお、応
答方法は、上述した図４～図６の状況によって異なる）を得られない場合、移動局２００
が下りリンクリソース割当てを受信できなかったことを検知する（ＳＴ７０６）。そして
、基地局１００は、移動局２０３の非受信を検出すると、次の送信サイクルまで待機し、
再度上りリンクの同期が外れた移動局２００に対する下りリンクデータの送信再開のため
の動作を行なう（ＳＴ７０７、ＳＴ７０８）。
【０１３７】
　このように、本実施形態に係る通信システムにおいては、基地局１００による専用シグ
ネチャの割当て状況に応じた各種の動作を予め準備しておくことにより、専用シグネチャ
を割当て可能かどうかに関わらず、下りリンクデータの送信再開を効率よく行なうことが
可能である。
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【０１３８】
　以下、本実施形態に係る基地局１００において、上りリンクの同期が外れた移動局２０
０に対する下りリンクデータの送信再開の際の動作について説明する。図８は、本実施形
態に係る基地局１００において、上りリンクの同期が外れた移動局２００に対する下りリ
ンクデータの送信再開の際の動作について説明するためのフローチャートである。
【０１３９】
　図８に示すように、基地局１００は、下りリンクデータの送信再開を検知すると（ＳＴ
８０１）、移動局２００の上りリンク同期を確認する（ＳＴ８０２）。基地局１００は、
上りリンクの同期が外れている状態ではない場合、通常のデータ送信を行なう（ＳＴ８１
０）。一方、基地局１００は、上りリンクの同期が外れている状態の場合には、専用シグ
ネチャの割当てが可能かどうかを確認する（ＳＴ８０３）。
【０１４０】
　ここで、基地局１００は、専用シグネチャを割り当てることが可能である場合、専用シ
グネチャを選択し（ＳＴ８０４）、移動局２００に対して下りリンクリソース割当ておよ
び下りリンクデータを送信する（ＳＴ８０５、ＳＴ８０６）。下りリンクデータには、専
用シグネチャを含んでいる。
【０１４１】
　一方、基地局１００は、専用シグネチャを割り当てることが不可能である場合、移動局
２００に対して、少なくとも下りリンクリソース割当てを送信する（ＳＴ８０７）。そし
て、基地局１００は、移動局２００に対して専用シグネチャを割り当てないことを示す情
報を含めて下りリンクデータを送信するか、或いは、下りリンクデータを送信しない（Ｓ
Ｔ８０８）。基地局１００は、ＳＴ８０６等で下りリンクデータを送信した後、予め定め
られたウインドウタイム以内に移動局２００から応答を受け取ったかどうかを判定する（
ＳＴ８０９）。基地局１００は、応答を受け取っていない場合は、処理をＳＴ８０３に戻
し、再びＳＴ８０３以降の処理を行なう。
【０１４２】
　次に、本実施形態に係る基地局１００において、ランダムアクセス制御の際の動作につ
いて説明する。図９は、本実施形態に係る基地局１００において、ランダムアクセス制御
の際の動作について説明するためのフローチャートである。
【０１４３】
　図９に示すように、基地局１００は、ランダムアクセスチャネルにて、プリアンブルを
受信すると（ＳＴ９０１）、そのプリアンブルが専用シグネチャかどうかを確認する（Ｓ
Ｔ９０２）。ここで、プリアンブルが専用シグネチャである場合は、プリアンブル応答を
送信し（ＳＴ９０３）、データ送信を継続する（ＳＴ９０９）。
【０１４４】
　一方、基地局１００は、プリアンブルが専用シグネチャではない場合は、メッセージ３
のスケジューリング情報を含むプリアンブル応答を送信し（ＳＴ９０４）、メッセージ３
の受信処理に入る。基地局１００は、メッセージ３を受信すると（ＳＴ９０５）、メッセ
ージ３内に下りリンクデータの送信再開の移動局２００のＣ－ＲＮＴＩが含まれるかどう
かを確認する（ＳＴ９０６）。
【０１４５】
　ここで、下りリンクデータの送信再開の移動局２００以外の移動局２００のＣ－ＲＮＴ
Ｉや他のＩＤを検知した場合、別要因のランダムアクセス処理を行なう（ＳＴ９０７）。
これに対し、下りリンクデータの送信再開の移動局２００のＣ－ＲＮＴＩを検知した場合
には、当該移動局２００に対してコンテンションレゾリューションを送信し（ＳＴ９０８
）、データ送信を継続する（ＳＴ９０９）。
【０１４６】
　次に、本実施形態に係る上りリンクの同期が外れた移動局２００において、下りリンク
データの送信再開の際の動作について説明する。図１０は、本実施形態に係る上りリンク
の同期が外れた移動局２００において、下りリンクデータの送信再開の際の動作について
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説明するためのフローチャートである。
【０１４７】
　図１０に示すように、移動局２００は、Ｌ１／Ｌ２制御チャネルで自身のＣ－ＲＮＴＩ
を検出すると（ＳＴ１００１）、上りリンク同期を確認する（ＳＴ１００２）。移動局２
００は、上りリンクの同期が外れている状態ではない場合、通常のデータ受信を行なう（
ＳＴ１０１２）。一方、移動局２００は、上りリンクの同期が外れている状態である場合
、下りリンクデータを受信し（ＳＴ１００３）、ＣＲＣチェックが成功か否かを判定する
（ＳＴ１００４）。
【０１４８】
　ここで、移動局２００は、ＣＲＣチェックが失敗である場合には、ランダムに選択した
シグネチャでプリアンブル送信を行なう（ＳＴ１００５）。当然ながら、移動局２００は
、専用シグネチャがＤＬ－ＳＣＨに含まれないならば、Ｌ１／Ｌ２制御チャネルで自身の
Ｃ－ＲＮＴＩを検出すると（ＳＴ１００１）、上りリンク同期を確認し、同期が外れてい
る状態と判断する（ＳＴ１０１２）と、ランダムに選択したシグネチャでプリアンブル送
信を行なう（ＳＴ１００５）。移動局２００は、ランダムに選択したシグネチャでプリア
ンブルを送信した後、基地局１００からのプリアンブル応答（メッセージ２）を受信する
（ＳＴ１００６）。
【０１４９】
　そして、移動局２００は、このプリアンブル応答（メッセージ２）から、同期情報とシ
グネチャのマッピング情報、シグネチャと新しいＣ－ＲＮＴＩ（Ｔ－Ｃ－ＲＮＴＩ）のマ
ッピング情報、メッセージ３のスケジューリング情報を取得し、自身のＣ－ＲＮＴＩを含
むメッセージ３を送信する（ＳＴ１００７）。移動局２００は、メッセージ３を送信した
後、基地局１００からコンテンションレゾリューション（メッセージ４）を受信する（Ｓ
Ｔ１００８）。その後、移動局２００は、データ受信を継続する（ＳＴ１０１２）。
【０１５０】
　一方、移動局２００は、ＳＴ１００４でＣＲＣチェックが成功である場合には、専用シ
グネチャが下りリンクデータの中に含まれるかを確認する（ＳＴ１００９）。なお、移動
局２００は、専用シグネチャが含まれていない場合は、ランダムに選択したシグネチャで
プリアンブル送信を行なう（ＳＴ１００５）。
【０１５１】
　移動局２００は、専用シグネチャが含まれている場合は、専用シグネチャでプリアンブ
ル送信を行なう（ＳＴ１０１０）。移動局２００は、専用シグネチャでプリアンブルを送
信した後、基地局１００からのプリアンブル応答（メッセージ２）を受信する（ＳＴ１０
１１）。そして、移動局２００は、このプリアンブル応答（メッセージ２）から同期情報
を取得し、データ受信を継続する（ＳＴ１０１２）。
【０１５２】
　このように、本実施形態に係る通信システムにおいては、移動局２００でＤＬ－ＳＣＨ
に含まれる情報および当該ＤＬ－ＳＣＨのＣＲＣのチェック結果に応じて使用するシグネ
チャを変えてランダムアクセスを行ない、ランダムアクセスで使用されたシグネチャに応
じて基地局１００でコンテンションレゾリューションの送信の有無を切り替えて下りリン
クデータを送信する。これにより、移動局２００で選択されたシグネチャに応じて他の移
動局２００との間で衝突が発生する事態を想定しながら下りリンクデータの送信再開が可
能となるので、下りリンクデータの送信再開の際に専用シグネチャを割当て可能かどうか
に関わらず効率的な手順を実現することが可能となる。
【０１５３】
　なお、上記実施形態に係る通信システムにおいては、移動局２００および基地局１００
側でタイマー管理を行ない、両者で上りリンク同期の管理を行なっている場合について説
明しているが、本発明は、基地局１００側で、上りリンク同期外れを検知して上りリンク
同期要求を送信する場合にも適用することが可能である。以下、基地局１００側で、上り
リンク同期外れを検知して上りリンク同期要求を送信する場合について説明する。
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【０１５４】
　基地局は、定期的な移動局からの上りリンクパイロットチャネルＵＰｉＣＨ（Ｕｐｌｉ
ｎｋ　Ｐｉｌｏｔ　Ｃｈａｎｎｅｌ）を監視して、同期情報を生成する。基地局は、上り
リンクパイロットチャネルの到着時刻が、基準時刻からどれだけずれているかを検出し、
そのずれの値を同期情報とする。１５ｋＨｚのサブキャリア、７０マイクロ秒ＯＦＤＭシ
ンボルで、例えば、タイミングずれの情報の粒度は、０．５２マイクロ秒である。通常は
、基地局が、定期的に同期情報を移動局に送信することにより、上りリンクの同期を維持
する。しかし、この同期情報が上りリンク同期維持の許容範囲を超えた場合に、基地局は
、ランダムアクセスを使った上りリンク再同期が必要かどうかを判断する。
【０１５５】
　図１１は、本実施形態に係る基地局１００がＤＬ－ＳＣＨで上りリンク同期要求および
上り再同期用の専用シグネチャ（以下、「専用シグネチャ」という）を送信し、移動局２
００がＤＬ－ＳＣＨのＣＲＣチェックを成功した場合の動作を示すシーケンスチャートで
ある。図１２は、本実施形態に係る基地局１００がＤＬ－ＳＣＨで上りリンク同期要求を
送信し、移動局２００がＤＬ－ＳＣＨのＣＲＣチェックを失敗した場合の動作を示すシー
ケンスチャートである。図１３は、本実施形態に係る基地局１００がＤＬ－ＳＣＨで上り
リンク同期要求を送信する場合の動作を示すシーケンスチャートである。
【０１５６】
　まず、図１１を用いて本実施形態に係る基地局１００がＤＬ－ＳＣＨで上りリンク同期
要求および専用シグネチャを送信し、移動局２００がＤＬ－ＳＣＨのＣＲＣチェックを成
功した場合の動作について説明する。基地局１００は、移動局２００の上りリンク同期を
管理している。例えば、移動局２００から送信される上りリンクの物理特性などから、ラ
ンダムアクセスを使った上りリンク再同期が必要かどうかを判断する。
【０１５７】
　基地局１００は、上りリンク再同期が必要と判断すると（ＳＴ１１０１）、下りリンク
リソース割当ておよび下りリンクデータを送信する（ＳＴ１１０２、ＳＴ１１０４）。こ
こで、下りリンクリソース割当ては、Ｌ１／Ｌ２制御チャネルで送信され、下りリンクデ
ータは、下りリンク共用データチャネルＤＬ－ＳＣＨで送信される。なお、ＤＬ－ＳＣＨ
には、上りリンク同期要求および専用シグネチャを指定する情報が含まれている。
【０１５８】
　移動局２００は、下りリンクリソース割当ておよび下りリンクデータを受信すると、Ｌ
１／Ｌ２制御チャネルおよびＤＬ－ＳＣＨのＣＲＣチェックを行なう。この場合、移動局
２００は、両者でＣＲＣチェックが成功したことを検出する（ＳＴ１１０３、ＳＴ１１０
５）。そして、移動局２００は、ＤＬ－ＳＣＨ内のデータを参照し、下りリンクリソース
割当てと上りリンク同期要求と専用シグネチャを検知すると（ＳＴ１１０６）、専用シグ
ネチャを使用して、専用シグネチャランダムアクセス処理を行なう（ＳＴ１１０７）。こ
の処理は、図３のＳＴ３０６とＳＴ３０７と同様である。なお、ＤＬ－ＳＣＨの受信時に
、通常ＰＵＣＣＨで送信されるＨＡＲＱのＡＣＫは、上りリンク同期要求を検出した場合
は送信しない。専用シグネチャランダムアクセス処理が行なわれると、上りリンクデータ
および下りリンクデータの通信が再開される（ＳＴ１１０８）。
【０１５９】
　次に、図１２を用いて基地局１００がＤＬ－ＳＣＨで上りリンク同期要求を送信し、移
動局２００がＤＬ－ＳＣＨのＣＲＣチェックを失敗した場合の動作について説明する。図
１１での説明と同様に、基地局１００においては、移動局２００の上りリンク同期を管理
している。
【０１６０】
　基地局１００は、上りリンク再同期が必要と判断すると（ＳＴ１２０１）、下りリンク
リソース割当ておよび下りリンクデータを送信する（ＳＴ１２０２、ＳＴ１２０４）。こ
こで、下りリンクリソース割当ては、Ｌ１／Ｌ２制御チャネルで送信され、下りリンクデ
ータは、下りリンク共用データチャネルＤＬ－ＳＣＨで送信される。なお、ＤＬ－ＳＣＨ



(26) JP 2009-207151 A 2009.9.10

10

20

30

40

50

には、上りリンク同期要求が含まれている。
【０１６１】
　移動局２００は、下りリンクリソース割当ておよび下りリンクデータを受信すると、Ｌ
１／Ｌ２制御チャネルおよびＤＬ－ＳＣＨのＣＲＣチェックを行なう。この場合、移動局
２００は、前者でＣＲＣチェックが成功したことを検出する一方、後者でＣＲＣチェック
が失敗したことを検出する（ＳＴ１２０３、ＳＴ１２０５）。そして、移動局２００は、
下りリンクリソース割当てを検知すると、ＰＵＣＣＨで送信されるＨＡＲＱのＮＡＣＫを
送信する（ＳＴ１２０６）。この場合、ＮＡＣＫはタイミング調整を行なわないで送信さ
れることになる。この信号は信頼性が低いため、基地局１００は、移動局２００からのラ
ンダムアクセスを待って、ランダムアクセスが起こらなかった場合に、再度上り同期要求
を送信する。
【０１６２】
　上記同期が外れているＮＡＣＫ送信は、頻繁には生じないおよび他の移動局への影響は
それほど深刻なものではないため、そのまま許容することも可能であるが、もし、上記Ｎ
ＡＣＫ送信を回避する必要がある場合は、以下のような方法を使用する。すなわち、基地
局１００は、Ｌ１／Ｌ２制御チャネルの情報の中に、ＮＡＣＫを送信するべきではないこ
とを示す情報を付与する。例えば、上りリンク再同期用のＤＬ－ＳＣＨには、ＨＡＲＱが
使用されないため、ＨＡＲＱの情報フィールドであるＨＡＲＱプロセス番号およびＨＡＲ
Ｑ　Ｒｅｄｕｎｄａｎｃｙ　Ｖｅｒｓｉｏｎの情報列の一つ（すべて０など）を予約して
おき、その情報がＨＡＲＱの情報フィールドに含まれている場合は、ＮＡＣＫを送信しな
い等の取り決めを移動局２００との間で行なう。または、単純にＬ１／Ｌ２制御チャネル
に１ビット追加して、ＮＡＣＫを送信しない等の取り決めを移動局２００との間で行なう
。これによって、基地局１００は、同期の取れていない移動局からのＮＡＣＫを回避する
ことが可能となり、他の移動局に対する干渉を削減することができる。この方法によれば
、移動局でのタイマーによる同期管理がない場合でも、移動局は、Ｌ１／Ｌ２制御チャネ
ルの受信時点で上りリンク再同期用のＤＬ－ＳＣＨであることが検出できる。すなわち、
このＬ１／Ｌ２制御チャネルを受信した移動局は、ＤＬ－ＳＣＨのＣＲＣチェックの失敗
でコンテンションベースのランダムアクセスを行なうことが可能となる。
【０１６３】
　次に、図１３を用いて基地局１００がＤＬ－ＳＣＨで上りリンク同期要求を送信する場
合の動作について説明する。図１１および図１２での説明と同様に、基地局１００におい
ては、移動局２００の上りリンク同期を管理している。
【０１６４】
　基地局１００は、上りリンク再同期が必要と判断すると（ＳＴ１３０１）、下りリンク
リソース割当ておよび下りリンクデータを送信する（ＳＴ１３０２、ＳＴ１３０４）。こ
こで、下りリンクリソース割当ては、Ｌ１／Ｌ２制御チャネルで送信され、下りリンクデ
ータは、下りリンク共用データチャネルＤＬ－ＳＣＨで送信される。
【０１６５】
　なお、ＤＬ－ＳＣＨには、上りリンク再同期にて、専用シグネチャが割り当てられない
ことを示す情報が含まれている。専用シグネチャが割り当てられないことを示す情報とは
、新たに情報を追加する以外に、単純にデータの中に専用シグネチャが含まれていないこ
とや、専用シグネチャとして予約されていないシグネチャが含まれていることによって移
動局２００で検知してもよい。
【０１６６】
　移動局２００は、下りリンクリソース割当ておよび下りリンクデータを受信すると、Ｌ
１／Ｌ２制御チャネルおよびＤＬ－ＳＣＨのＣＲＣチェックを行なう。この場合、移動局
２００は、両者でＣＲＣチェックが成功したことを検出する（ＳＴ１３０３、ＳＴ１３０
５）。そして、移動局２００は、下りリンクリソース割当てと上り同期要求と専用シグネ
チャなしを示す情報を検知すると（ＳＴ１３０６）、ランダムに選択したシグネチャを使
用して、コンテンションベースランダムアクセス処理を行なう（ＳＴ１３０７）。この処
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理は、図５のＳＴ５０６～ＳＴ５０９と同様である。なお、ＤＬ－ＳＣＨの受信時に、通
常ＰＵＣＣＨで送信されるＨＡＲＱのＡＣＫは、上りリンク同期要求を検出した場合は送
信しない。コンテンションベースランダムアクセス処理が行なわれると、上りリンクデー
タおよび下りリンクデータの通信が再開される（ＳＴ１３０８）。
【０１６７】
　次に、本実施形態に係る移動局２００において、上りリンク再同期の際の動作について
説明する。図１４は、本実施形態に係る移動局２００において、上りリンク再同期の際の
動作について説明するためのフローチャートである。
【０１６８】
　図１４に示すように、移動局２００は、Ｌ１／Ｌ２制御チャネルで自身のＣ－ＲＮＴＩ
を検出すると（ＳＴ１４０１）、下りリンクデータを受信し（ＳＴ１４０２）、ＣＲＣチ
ェックが成功か否かを判定する（ＳＴ１４０３）。
【０１６９】
　ここで、移動局２００は、ＣＲＣチェックが失敗である場合には、ＨＡＲＱのＮＡＣＫ
を送信する（ＳＴ１４０４）。移動局２００は、Ｌ１／Ｌ２制御チャネルの情報の中に、
ＮＡＣＫを送信するべきではないことを示す情報が付与される場合は、ＮＡＣＫを送信し
ない。移動局２００は、ＣＲＣチェックが成功した場合には、上り同期要求をデータの中
に含んでいるか否かを確認する（ＳＴ１４０５）。移動局２００は、上り同期要求が含ま
れていない場合は、ＨＡＲＱのＡＣＫを送信する（ＳＴ１４０６）。移動局２００は、上
りリンク同期要求が含まれている場合は、さらに専用シグネチャが下りリンクデータの中
に含まれるかを確認する（ＳＴ１４０７）。
【０１７０】
　ここで、移動局２００は、専用シグネチャが含まれていない場合は、ランダムに選択し
たシグネチャでプリアンブル送信を行なう（ＳＴ１４０８）。移動局２００は、ランダム
に選択したシグネチャでプリアンブルを送信した後、基地局１００からのプリアンブル応
答（メッセージ２）を受信する（ＳＴ１４０９）。そして、移動局２００は、このプリア
ンブル応答（メッセージ２）から、同期情報とシグネチャのマッピング情報、シグネチャ
と新しいＣ－ＲＮＴＩ（Ｔ－Ｃ－ＲＮＴＩ）のマッピング情報、メッセージ３のスケジュ
ーリング情報を取得し、自身のＣ－ＲＮＴＩを含むメッセージ３を送信する（ＳＴ１４１
０）。移動局２００は、メッセージ３を送信した後、基地局１００からコンテンションレ
ゾリューション（メッセージ４）を受信する（ＳＴ１４１１）。その後、移動局２００は
、データ送受信を継続する（ＳＴ１４１２）。
【０１７１】
　一方、移動局２００は、ＳＴ１４０７で専用シグネチャが含まれている場合は、専用シ
グネチャでプリアンブル送信を行なう（ＳＴ１４１３）。移動局２００は、専用シグネチ
ャでプリアンブルを送信した後、基地局１００からのプリアンブル応答（メッセージ２）
を受信する（ＳＴ１４１４）。そして、移動局２００は、このプリアンブル応答（メッセ
ージ２）から同期情報を取得し、データ送受信を継続する（ＳＴ１４１２）。
【０１７２】
　ここで、上述したように上りリンク同期の継続をタイマー管理する場合と、基地局１０
０からの上り同期要求を受信する場合の動作について図１５を用いて説明する。図１５は
、本実施形態に係る移動局２００において、上りリンク同期の継続をタイマー管理する場
合と、基地局１００からの上り同期要求を受信する場合の動作について説明するためのフ
ローチャートである。なお、図１５において、図１０および図１４と同一の処理を行なう
工程については、同一の符号を付しその説明を省略する。
【０１７３】
　図１５に示すように、移動局２００は、Ｌ１／Ｌ２制御チャネルで自身のＣ－ＲＮＴＩ
を検出すると（ＳＴ１５０１）、上りリンク同期の継続を管理するタイマーが満了してい
るかを判定する（ＳＴ１５０２）。そして、移動局２００は、上りリンク同期の継続を管
理するタイマーが満了している場合には、図１０に示すＳＴ１００３以降の処理を行なう
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。一方、移動局２００は、上りリンク同期の継続を管理するタイマーが満了していない場
合には、図１４に示すＳＴ１４０２以降の処理を行なう。
【０１７４】
　図１６は、本実施形態に係る移動局２００の上位層の一部の構成を示すブロック図であ
る。上り同期管理部１６０１は、基地局１００から受信したＤＬ－ＳＣＨに基づいて上り
リンク同期を管理し、上りリンク同期の継続の有無に応じて図１０または図１４に示す処
理を行なうようにＣＲＣ結果判定部１６０２に指示する。上りリンク同期のタイマーが満
了している場合には、図１０に示す処理を行なうことを指示する一方、満了していない場
合には、図１４に示す処理を行なうことを指示する。
【０１７５】
　ＣＲＣ結果判定部１６０２は、ＤＬ－ＳＣＨのＣＲＣチェックを行なうと共に、そのチ
ェック結果を判定する。そして、ＣＲＣチェックが失敗で、且つ、上りリンク同期が外れ
ている場合は、ランダムアクセス実行部１６０３にコンテンションベースランダムアクセ
スの実行を指示する。それ以外の場合は、ランダムアクセス判定部１６０４にランダムア
クセスの必要性を判定するように指示する。
【０１７６】
　ランダムアクセス判定部１６０４は、ＤＬ－ＳＣＨ内に上りリンク同期要求や専用シグ
ネチャが含まれているか否かを確認し、ＤＬ－ＳＣＨ内に含まれている情報に応じて、Ｈ
ＡＲＱ　ＡＣＫ／ＮＡＣＫを送信するように指示したり、ランダムアクセス実行部１６０
３に専用シグネチャランダムアクセスまたはコンテンションベースランダムアクセスを指
示したりする。ランダムアクセス実行部１６０３は、ＣＲＣ結果判定部１６０２またはラ
ンダムアクセス判定部１６０４からの指示に応じてランダムアクセスを実行する。
【０１７７】
　このように、本実施形態に係る通信システムにおいては、上り同期要求および専用シグ
ネチャの指定情報を含むＤＬ－ＳＣＨを受信し、当該ＤＬ－ＳＣＨのＣＲＣチェックが成
功すると、専用シグネチャを使用してランダムアクセスを行ない、基地局１００が、コン
テンションレゾリューションを送信することなく下りリンクデータを送信する。一方、上
り同期要求を含む一方、専用シグネチャの指定情報を含まないＤＬ－ＳＣＨを受信すると
、ランダムに選択したシグネチャを使用してランダムアクセスを行ない、基地局１００が
、コンテンションレゾリューションを送信した後に下りリンクデータを送信する。このよ
うに、基地局１００から上り同期要求を含むＤＬ－ＳＣＨを受信した場合に移動局２００
がランダムアクセスを行なうことから、移動局２００で上りリンク同期外れを認識してい
ない場合においても、上り再同期を実現することが可能となる。
【０１７８】
　なお、基地局側１００で上りリンク同期外れを検出する場合における上りリンク同期外
れとは、実際に上りリンク同期は外れているかどうかにかかわらず、移動局２００がラン
ダムアクセスにて再同期する必要があると、基地局１００が判断した状態である。
【０１７９】
　以上説明したように、本実施形態によれば、移動局装置でＤＬ－ＳＣＨに含まれる情報
および当該ＤＬ－ＳＣＨのＣＲＣのチェック結果に応じて使用するシグネチャを変えてラ
ンダムアクセスを行ない、ランダムアクセスで使用されたシグネチャに応じて基地局装置
でコンテンションレゾリューションの送信の有無を切り替えて下りリンクデータを送信す
ることから、移動局装置で選択されたシグネチャに応じて他の移動局装置との間で衝突が
発生する事態を想定しながら下りリンクデータの送信再開や上り再同期が可能となるので
、上りリンクの同期が外れた状態にある際に専用シグネチャを割当て可能かどうかに関わ
らず効率的な手順を実現することが可能となる。
【０１８０】
　本発明は、上記実施形態に限定されず、種々変更して実施することが可能である。上記
実施形態において、添付図面に図示されている大きさや形状などについては、これに限定
されず、本発明の効果を発揮する範囲内で適宜変更することが可能である。その他、本発
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【符号の説明】
【０１８１】
１００　基地局装置（基地局）
１０１　データ制御部
１０２　ＯＦＤＭ変調部
１０３　スケジューリング部
１０４　無線部
１０５　チャネル推定部
１０６　ＤＦＴ－Ｓ－ＯＦＤＭ復調部
１０７　制御データ抽出部
１０８　プリアンブル検出部
１０９　シグネチャ管理部
２００　移動局装置（移動局）
２０１　データ制御部
２０２　ＤＦＴ－Ｓ－ＯＦＤＭ変調部
２０３　スケジューリング部
２０４　シグネチャ選択部
２０５　プリアンブル生成部
２０６　同期補正部
２０７　無線部
２０８　チャネル推定部
２０９　ＯＦＤＭ復調部
２１０　制御データ抽出部
１６０１　上り同期管理部
１６０２　ＣＲＣ結果判定部
１６０３　ランダムアクセス実行部
１６０４　ランダムアクセス判定部
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